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平成 24年

人が好き、まちが好き、うちなだ
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移
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年
頭
の
ご
挨
拶
＆
内
灘
町
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
の
ご
案
内明けましておめでとうございます。

今年は内灘町が誕生して50年目となる節目の年。
町では年間を通じて記念事業を行っていく予定です。
15日に催される記念式典では、ボランティアコーラス隊と
各小学校の児童による町民愛唱歌の合唱が披露されます。
児童の想いが込められた言葉でつづられた歌詞に
内灘町出身の喜多形さんが作曲されました。
ぜひご来場し、お聴きになってください。

明けましておめでとうございます。
今年は内灘町が誕生して50年目となる節目の年。
町では年間を通じて記念事業を行っていく予定です。
15日に催される記念式典では、ボランティアコーラス隊と
各小学校の児童による町民愛唱歌の合唱が披露されます。
児童の想いが込められた言葉でつづられた歌詞に
内灘町出身の喜多形さんが作曲されました。
ぜひご来場し、お聴きになってください。
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昨
年
は
東
日
本
大
震
災
・
福
島
第
一
原
発
の

事
故
に
よ
り
、日
本
中
の
国
民
が
真
剣
に
災
害

と
向
か
い
合
っ
た
一
年
で
し
た
。今
な
お
被
災

地
に
残
る
震
災
の
爪
あ
と
を
報
道
等
で
見
聞

き
す
る
た
び
に
、被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興

を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

内
灘
町
は
今
年
の
１
月
１
日
を
も
っ
て
町

制
施
行
50
周
年
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を

迎
え
ま
し
た
。町
制
施
行
時
の
人
口
が
、
７
，

６
０
０
人
あ
ま
り
の
小
さ
な
町
が
、一
度
も
合

併
せ
ず
に
単
独
町
制
を
維
持
し
２
７
，０
０
０

人
の
町
に
発
展
で
き
た
の
は
、幾
多
の
苦
難
を

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。昨
年
一
年
間
町
民
の
皆
様
の
町
政
に
対
す

る
温
か
い
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
、心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。町
民
の
皆
様
に
は
、日
頃
か
ら
議
会
に
対
し

て
温
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
協
力
を
賜
わ

り
、心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

内
灘
町
は
こ
の
１
月
１
日
、町
制
施
行
50
周

年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。そ
の
記
念
す

べ
き
50
周
年
の
新
年
を
迎
え
、本
町
の
一
段
の

躍
進
を
期
し
て
、清
新
の
気
が
み
な
ぎ
る
の
を

覚
え
ま
す
。

　

昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、我
が
国

に
未
曾
有
の
大
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、

そ
の
復
旧
・
復
興
へ
の
強
い
思
い
は
、私
た
ち

国
民
全
体
の
願
い
で
あ
り
、決
意
で
も
あ
り
ま

す
。

　

国
政
が
未
だ
不
透
明
の
中
、少
子
・
高
齢
化
、

情
報
化
、
国
際
化
が
急
速
に
進
行
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
時
代
の
中
に
あ
っ
て
、本
町
で
も

乗
り
越
え
た
先
人
達
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力

と
、内
灘
に
移
り
住
ん
だ
人
々
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
情
熱
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。こ
れ
を
契
機

に
、内
灘
町
の
歴
史
・
文
化
を
再
確
認
し
、子
ど

も
た
ち
に
誇
り
を
持
っ
て
残
せ
る
、だ
れ
も
が

「
行
き
た
い
」「
住
ん
で
み
た
い
」「
住
み
続
け
た

い
」
と
思
え
る
魅
力
あ
る
ま
ち
を
、
住
民
の
皆

様
と
行
政
が
お
互
い
に
連
携
・
協
働
し
て
築
き

上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、皆
様
方
に
と
り
ま

し
て
、飛
躍
し
た
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

均
衡
あ
る
町
域
の
発
展
に
向
け
、山
積
す
る
多

く
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

私
ど
も
議
決
機
関
で
あ
る
議
会
と
し
ま
し

て
は
、町
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
、よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目

指
し
て
、町
民
の
皆
様
方
の
ご
期
待
に
応
え
る

よ
う
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
町
民
の
皆
様
に
は
、
本
年
も
変
ら

ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、心

か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

内灘町長
八十出 泰成

内灘町議会議長
夷　 　 満

謹んで 新春の謹んで 新春の
　　　ご祝辞を申し上げます　　　ご祝辞を申し上げます

内灘町　内灘町議会
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内灘町制施行50周年記念式典
日程／平成24年１月15日（日）　　　　場所／内灘町文化会館 
開式／午後１時30分～ アトラクション
 　第１部　50周年記念制作映像放映 午後３時～
 　第２部　町民愛唱歌の発表・披露 午後４時～

昭
和
37
年　

町
制
を
施
行
し
内
灘
町
と
な
る

　
　
　
　
　

広
報「
う
ち
な
だ
」創
刊

昭
和
39
年　

河
北
潟
干
拓
工
事
開
始

昭
和
44
年　

内
灘
町
の
人
口
１
万
人
を
突
破

昭
和
47
年　

金
沢
医
科
大
学
開
学

昭
和
48
年　

内
灘
町
福
祉
セ
ン
タ
ー「
憩
」完
成

昭
和
49
年　

能
登
海
浜
道
路
全
線
開
通　

　
　
　
　
　
（
羽
咋
市
柳
田
〜
金
沢
市
粟
崎
間
）

昭
和
50
年　

内
灘
町
総
合
公
園
開
園

昭
和
52
年　

 

第
１
回
内
灘
町
民
夏
ま
つ
り
開
催

昭
和
54
年　

 

内
灘
町
人
口
２
万
人
に
達
す
る

　
　
　
　
　

内
灘
町
文
化
会
館
開
館

　
　
　
　
　

町
の
木
、町
の
花
、町
の
鳥
制
定

昭
和
55
年　

北
海
道
羽
幌
町
と
姉
妹
都
市
提
携

昭
和
56
年　

 

内
灘
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
開
館

昭
和
57
年　

内
灘
町
民
憲
章
制
定

昭
和
58
年　

清
湖
大
橋
開
通

平
成
元
年　

 

第
１
回
日
本
海
凧
揚
げ
大
会
開
催

平
成
２
年　

 

内
灘
砂
丘
放
水
路
温
泉
湧
出

平
成
４
年　

平
和
都
市
宣
言

平
成
５
年　

中
国
呉
江
市
と
国
際
友
好
都
市
提
携

平
成
９
年　

清
湖
小
学
校
開
校

平
成
10
年　

生
涯
学
習
都
市
宣
言

　
　
　
　
　

内
灘
町
役
場
新
庁
舎
完
成

平
成
12
年　

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
夕
陽
ヶ
丘

苑
」完
成

平
成
13
年　

 

内
灘
大
橋（
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内

灘
）開
通

平
成
16
年　

 

風
力
発
電
所「
サ
ン
セ
ッ
ト
ウ
イ
ン
グ

内
灘
」竣
工

平
成
17
年　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

平
成
19
年　

 

内
灘
サ
ン
セ
ッ
ト
パ
ー
ク
が
道
の

駅
と
し
て
登
録

　
　
　
　
　

 

複
合
商
業
施
設
「
コ
ン
フ
ォ
モ
ー
ル

内
灘
」オ
ー
プ
ン

平
成
20
年　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
開
始

平
成
21
年　

内
灘
中
学
校
新
校
舎
完
成

　
　
　
　
　

恋
人
の
聖
地
と
し
て
認
証

平
成
22
年　

 

中
国
大
連
市
旅
順
口
区
と
友
好
交

流
に
関
す
る
基
本
合
意
書
に
調
印

平
成
22
年　

 

内
灘
町
総
合
運
動
公
園
の
大
型
遊

具「
海
族
船
サ
ン
セ
ッ
ト
号
」完
成

平
成
23
年　

絵
本
の
お
へ
や「
キ
ッ
ズ
ー
ナ
」文
化
会

　
　
　
　
　

 

館
２
階
に
開
設

内
灘
町
制
施
行
50
周
年
記
念　

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
発
売

　

町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、
次
の
と
お
り
郵
便
局
で
オ
リ

ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
が
発
売
さ
れ
ま

す
。昨
年
、募
集
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
元
に

フ
レ
ー
ム
切
手
を
作
成
し
ま
し
た
。売

り
切
れ
次
第
販
売
終
了
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
の
際
は
お
早
め
に
お
求
め

く
だ
さ
い
。

商
品
名　

　

 『
内
灘
町
制
施
行
50
周
年

記
念
』フ
レ
ー
ム
切
手

商
品
構
成　

１
シ
ー
ト 

80
円
切
手
×
10
枚

販
売
価
格　
１
シ
ー
ト 

１
，２
０
０
円

販
売
開
始
予
定
日　

１
月
10
日（
火
）

販
売
郵
便
局　
　
　
　

内
灘
町
・
津
幡
町
・
金
沢
市
・
白
山
市
・
か

ほ
く
市
・
野
々
市
市
内
の
各
郵
便
局（
た

だ
し
、簡
易
郵
便
局
を
除
く
）

※ 

役
場
で
は
、お
取
扱
い
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

 

お
問
い
合
せ
は
、
販
売
郵
便
局
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

※ 「
フ
レ
ー
ム
切
手
」
は
郵
便
事
業
株
式
会
社
の

登
録
商
標
で
す
。

内 灘町 5 0 年 の 歩 み

どなたでもご覧になれます。
ぜひご来場ください。
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町制施行当時
町制施行当時（昭和37年）の人口はおよそ
７,６００人。当時は河北潟の干拓がまだ
行われておらず、日本海側には今よりも
ずっと広い砂丘地がひろがっていました。

町制施行以後、内灘町は金沢市のベッド
タウンとして発展し、人口は２７，０００
人あまりまで増加。50年の歴史の中には
河北潟の干拓もあり、航空写真を見比べ
ると町の全景は大きく変わっているのが
わかります。

写
真
で
見
る

内
灘
町
の
移
り
変
わ
り

現 在

●
●

▲河北潟干拓事業放水路の建設

▲子どもたちが河北潟で洗い物をする様子

▲行政協定道路室地内（県道松任宇ノ気線）

昭和36年撮影昭和36年撮影

平成16年撮影平成16年撮影

西荒屋
室
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●

●

●

▲内灘闘争の名残、
　弾薬庫が残されていた海岸線

●

●

●

●

▲大根布の漁村風景

▲ 試射場接収補償事業で植林された
　樹木（昭和38年）

▲当時のデート定番コース、機具橋たもとの貸ボート

▲旧役場屋上から撮影した、大根布地区
　埋立事業の様子（昭和34年）

▼大勢の海水浴客で賑わう内灘海水浴場大勢の海水浴客で賑わう内灘海水浴場
　奥にはすべり台が見える（昭和40年代）　奥にはすべり台が見える（昭和40年代）

内灘海水浴場

大根布地区埋立

着弾地
観測所

放水路

大根布
ボート
乗り場
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子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、全
て
の
子
ど
も
が
幸
福
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
検
討
を
進
め
て
き
た「
内
灘
町

子
ど
も
の
権
利
条
例
」が
１
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
に
策
定
し
た
第
４
次
総
合
計
画
の
中
で
は「
人
が
い
き
い
き
、ま
ち
が
元
気
、個
性
が
輝
く
魅
力
あ
る
ま
ち
、う
ち
な
だ
〜
み
ん
な
で
創
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
〜
」を
掲
げ
て
お
り
、そ
の
基
本
理
念
に
は「
子
ど
も
た
ち
に
誇
り
を
持
っ
て
残
せ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
を
築
き
上
げ
る
。」と
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
示
す
条
例
の
前
文
に
は
、こ
の
条
例
に
対
す
る
町
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

内灘町子どもの権利条例（前文）
　子どもは、内灘町の夢、希望です。すべての子どもは、砂丘

に燦
さん

々
さん

とふりそそぐ太陽の光のように輝く瞳を持ち、未来

へ、世界へ羽ばたく可能性に満ちた大切な存在です。

　日本には、平和な社会を築き、基本的人権を大切にする

日本国憲法があります。また、日本は、児童の権利に関する

条約を批准し、誰もが生まれたときから一人の人間として

認められ、自分らしく豊かに成長、発達していくことを世界

の国々と約束しています。

　そのために、すべての大人は、子どもの権利を認め、子ど

もの声に耳を傾け、子どもの気持ちを十分に受け止め、子ど

もの最善の利益のために、ともに考え支えていく責任があり

ます。

　子どもは、子どもとしての権利を正しく学び、考えたこと

を自由に表明し、自分たちに関わる決定に参加できます。こ

のような経験をとおし、自分が大切にされていることを実感

し、自分と同じように、他の人も大切にしなければならない

ことを学びます。こうしたことから、お互いの権利を尊重し

合うことを身につけ、規
き

範
はん

意
い

識
しき

をはぐくみます。

　子どもは、社会の一員として尊重され、大人とともに内灘

のまちづくりを担っています。自然や文化と交わりがあり、

人と人との温かなつながりのある、子どもとともにつくり上

げるまちは、すべてのひとにとってやさしいまちとなります。

　内灘町は、日本国憲法や児童の権利に関する条約の精神

に基づき、子どもの権利を尊重することを宣言し、この条例を

定めます。

大
切
に
す
べ
き

子
ど
も
の
権
利

『
愛
さ
れ
る
権
利
』（
第
６
条
）

　

子
ど
も
は
、社
会
の
大
切
な
存
在
と
し

て
誰
か
ら
も
無
条
件
に
愛
さ
れ
ま
す
。

『
学
び
へ
の
権
利
』（
第
７
条
）

１  

子
ど
も
は
、
国
家
及
び
社
会
の
担
い

手
と
し
て
の
知
識
と
教
養
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
教
育
を
受
け
、学
習
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

２  

子
ど
も
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
と
の
よ
り

良
い
人
間
関
係
の
中
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

３  

子
ど
も
は
、
遊
び
、
文
化
、
芸
術
、
ス

ポ
ー
ツ
、自
然
及
び
地
域（
郷
土
）等
の

豊
か
な
体
験
、
活
動
、
出
会
い
の
中
で

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
健
康
に
生
き
る
権
利
』（
第
８
条
）

　

子
ど
も
は
、常
に
健
康
に
配
慮
が
な
さ

れ
、適
切
な
医
療
の
提
供
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

『
安
心
し
て
生
き
る
権
利
』（
第
９
条
）

１  

子
ど
も
は
、衣
食
住
、休
息
及
び
く
つ

「
内
灘
町
子
ど
も
の
権
利
条
例
」制
定

「
内
灘
町
子
ど
も
の
権
利
条
例
」制
定

子
ど
も
が
幸
福
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
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内
灘
町
子
ど
も
の
権
利
条
例Ｑ

＆
Ａ

Ｑ
１ 
「
子
ど
も
の
権
利
」っ
て
何
な
の
？

　

子
ど
も
の
権
利
と
は
、生
き
る
権
利
、い
じ

め
や
虐
待
な
ど
か
ら
守
ら
れ
る
権
利
、
意
見

を
表
明
す
る
権
利
な
ど
、
子
ど
も
が
い
き
い

き
と
過
ご
し
、
自
立
し
た
社
会
性
の
あ
る
大

人
に
成
長
・
発
達
す
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
権
利
で
、
子
ど
も
の
基
本
的
人

権
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
権
利
は
、
こ
の
条
例
の
制
定
に

よ
り
新
た
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
誰
も
が
持
っ
て
お

り
、
日
本
国
憲
法
や
児
童
の
権
利
に
関
す
る

条
約
で
保
障
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

Ｑ
2 

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
っ
て
何
？ 

　

子
ど
も
達
の
基
本
的
人
権
の
保
護
と
人
間

と
し
て
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
、１
９
８
９
年
、国
連
に
お
い
て
採
択
さ
れ

た
の
が
「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
で

す
。日
本
で
も
１
９
９
４
年
に
同
条
約
を
批

准
し
て
い
ま
す
。

　

 

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
が

 

あ
る
の
に
、な
ぜ
条
例
が
必
要
な
の
？ 

　

こ
の
条
例
は
、内
灘
町
の
実
情
に
応
じ
て
、

日
本
国
憲
法
や
条
約
の
範
囲
内
で
特
に
大
切

と
考
え
ら
れ
る
子
ど
も
の
権
利
を
定
め
る
も

の
で
す
。家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
が
連
携

し
、
町
民
み
ん
な
で
子
ど
も
達
を
健
や
か
に

育
む
環
境
の
整
備
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
、

内
灘
ら
し
い「
子
ど
も
の
権
利
条
例
」を
作
ろ

う
と
考
え
ま
し
た
。

 

条
例
を
作
る
た
め
に
、ど
の
よ
う
な

 

取
り
組
み
を
し
て
き
た
の
？

　

学
識
経
験
者
、各
種
団
体
を
代
表
す
る
者
、

関
係
行
政
機
関
、
公
募
に
よ
る
委
員
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
検
討
委
員
会
を
平
成
21
年
１
月

に
設
置
し
、「
子
ど
も
の
け
ん
り
ア
ン
ケ
ー

ト
」に
よ
り
子
ど
も
の
意
見
を
、ま
た「
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
意
見
募

集
」、「
意
見
交
換
会
」に
よ
り
、広
く
町
民
全

体
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
条
例
づ
く
り
を
目

標
に
３
年
近
く
を
か
け
て
検
討
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

Ｑ
5 

「
子
ど
も
」っ
て
誰
の
こ
と
を
さ
す
の
？

　

こ
の
条
例
で
は
18
歳
未
満
を「
子
ど
も
」と

定
義
し
て
い
ま
す
。ま
た
「
こ
れ
に
準
ず
る

人
」と
し
て
、
18
歳
に
達
し
た
者
で
も
、
高
等

学
校
に
在
学
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
18
歳

未
満
の
者
と
取
扱
い
を
同
じ
く
す
る
こ
と
が

適
当
な
こ
と
も
あ
り
、
18
歳
未
満
の
者
が
通

学
す
る
学
び
の
施
設
に
、
同
様
に
通
学
す
る

者
も
含
め
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に

 

運
用
さ
れ
て
い
く
の
で
す
か
？

　

条
例
の
中
で
、「
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る

各
種
施
策
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
総

合
的
な
推
進
計
画
を
定
め
る
」
と
し
て
い
る

よ
う
に
、
子
ど
も
の
意
見
を
求
め
る
た
め
の

「
子
ど
も
会
議
」、
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る

施
策
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の

権
利
の
保
障
の
状
況
を
検
証
す
る
た
め
の

「
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
」
を
設
置
し
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
改
善
し
、
継
続
し
て
普
及
啓
発
を
図

り
ま
す
。

ろ
ぎ
の
あ
る
居
場
所
等
が
保
障
さ
れ
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
安
心
安
全
な
環

境
の
中
で
育
て
ら
れ
ま
す
。

２  

子
ど
も
は
、差
別
や
い
じ
め
、虐
待
を

受
け
る
こ
と
な
く
、安
心
し
て
生
き
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

３  

子
ど
も
は
、
そ
の
置
か
れ
た
環
境
で

安
心
安
全
が
守
ら
れ
な
い
場
合
、そ
の

境
遇
か
ら
の
保
護
又
は
救
済
を
求
め
、

そ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
自
分
ら
し
く
生
き
る
権
利
』（
第
10
条
）

１  

子
ど
も
は
、
常
に
自
ら
の
尊
厳
が
守

ら
れ
、自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

２  

子
ど
も
は
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
及
び

公
共
施
設
等
の
あ
ら
ゆ
る
場
で
、年
齢

や
成
長
の
度
合
い
に
関
わ
ら
ず
自
由

に
自
分
の
意
見
を
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
、そ
の
意
見
は
尊
重
さ
れ
ま
す
。

３  

子
ど
も
は
、
適
切
な
支
援
及
び
助
言

が
受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、自
ら
に
関

す
る
こ
と
を
自
分
で
決
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

☎
２
８
６-

６
７
１
６

Ｑ
3

Ｑ
6

Ｑ
4
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行
政
評
価
を
実
施 

〜
平
成
22
年
度
事
業
外
部
評
価
結
果
を
公
表
〜

　

町
で
は
、行
政
の
仕
事
を
改
善
し
、効
率
的

で
効
果
的
な
町
政
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、

行
政
評
価
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

全
事
務
事
業
３
５
９
事
業
に
つ
い
て
事
業

所
管
課
で
の
１
次
評
価
、
１
４
７
事
業
に
つ

い
て
町
行
財
政
改
革
推
進
本
部
で
の
２
次
評

価
を
行
い
ま
し
た
。

　

外
部
評
価
に
付
し
ま
し
た
８
事
業
の
評
価

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■表　外部評価の結果（全８事業・人件費除く）

事業名
 （Ｈ22年度決算）

事業の概要
町の評価 外部評価の結果

評価 内容 評価 内容

リサイクル推進事業
（9,591千円）

ごみの減量と資源の再利
用を図るため、分別収集を
推進する。

Ｂ

リサイクル回収量の増加
は、ごみ排出量の減量と
密接な関係にあり、古紙
類の回収量増加は、ごみ
減量に大きな効果をもた
らした。

Ｃ

今後リサイクル推進を目
的とした補助ではなく、
別の目的での補助として
支出する方向への転換が
望ましい。

財産管理費
（76,769千円）

庁舎の維持管理、公用財
産の適正管理を行う。

Ｂ

今後の電気料や燃料費な
どの推移に注視しながら
更なる省エネを推進し、
経費の削減に努める必要
がある。

Ｂ

委託事業の効率性を再検
討すべき時期である。庁舎
管理については機能のよ
り確実な運営と利便性の
両立を目指されたい。

観光振興事業
（9,728千円）

内灘海岸をはじめとした
町内観光施設の魅力及び
利便性を高める。 Ａ

新幹線金沢開業に向け、観
光資源・施設の整備が急務
である。町の魅力発信行動
計画に基づき、計画的に事
業を実施していく。

Ｂ

これまでの観光振興事業は
観光誘客につながっていな
いように見受けられる。誘客
目的の事業としては内容の
見直しが必要である。

賦課徴収費
（65,883千円）

町税の適正な課税処理及
び納税通知書の発行、各
種証明等の発行、及び町
税を徴収することによ
り、自主財源を確保する。

Ｂ

今後も収納率向上のた
め、納付機会の拡充や口
座振替の推進を図る。ま
た、滞納状況に応じた納
税交渉、適正な処分等を
実施する。

Ｂ

滞納額が増加傾向にあ
り、徴収率アップについ
て更なる方策を工夫すべ
きである。

向
粟
崎
地
区
自
主
防
災
会　

宝
く
じ
の
助
成
金（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
）を
活
用
し
防
災
資
機
材
を
整
備

　　

宝
く
じ
の
助
成
金
事
業
で
あ
る
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
財
団
法
人 

自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

と
し
て
、
集
会
施
設
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

備
品
の
整
備
、
安
全
な
地
域
づ
く
り
や
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
等
の
推
進
に
対
し
助
成
を
行

い
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
、
向
粟
崎
地
区
自
主
防
災
会
が
こ

の
助
成
事
業
の
一
環
で
あ
る
、「
地
域
防
災
組

織
育
成
助
成
事
業
」を
活
用
し
、発
電
機
や
テ

ン
ト
、
レ
ス
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
等
の
防
災
用
資

機
材
を
購
入
し
ま
し
た
。今
後
こ
れ
ら
の
資

機
材
は
地
域
の
防
災
訓
練
や
、
災
害
発
生
時

の
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
部　

総
務
課

☎
２
８
６-

６
７
２
０

※比率については、小数点以下を四捨五入しています。

　 １次評価 ２次評価

今後の方向性 事務事業数 比率 事務事業数 比率

継　　続 129  36%  49  33%

事業完了  29   8%   1   1%

改善が必要 193  54%  86  59%

見直しが必要   7   2%   9   6%

廃止の検討が必要   1   0%   2   1%

合　　計 359 100% 147 100%

評価結果一覧
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評価の判定
Ａ 計画どおり事業を進めることが適当

Ｂ 事業の進め方等に改善が必要

Ｃ 事業の規模、内容の見直しが必要

Ｄ 事業の抜本的な見直し、休・廃止の検討必要

この事業の名称と、この
事業に使った平成22年度
の総費用（コスト）です。

評価は、Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ
の４段階で判定しま
した。

内容は、評価結果の概要で
す。なぜこの評価になった
のか記述しています。

事業名
 （Ｈ22年度決算）

事業の概要
町の評価 外部評価の結果

評価 内容 評価 内容

情報化推進事業
（25,767千円）

セキュリティを保ちつつ
必要な情報を活用でき
る体制づくりをする。

Ｂ

次期システム更新時に
業者間の競争性を高め
るため、汎用システム
（ノンカスタマイズ）の
使用や入札・プロポーザ
ル方式の導入などコス
トダウンを図る。

Ｂ

データのバックアップ
体制について、災害等を
想定し委託先業者、役場
のバックアップ体制を
さらに強化すべきであ
る。

基幹系システム
管理費

（13,502千円）

ハードウエア保守の一
元管理を進めコストを
できるだけおさえる。

清掃費
（488,470千円）

一般廃棄物の適正な収
集処理を行う。

Ｂ

生活ごみの適正な処理
は、町の責任で行わなけ
ればならず、生活環境の
保全と公衆衛生の向上
に寄与できた。

Ｂ

まだまだゴミ減量の余
地がある。ゴミ処理経費
削減のためにもリサイ
クル推進の一層の広報
が必要である。

公民館管理費
（17,618千円）

地域住民に様々な学習
機会を提供し、地域づく
りの拠点として公民館
活動の充実を図り、施設
の適切な管理、環境整備
を図る。

Ｂ

地域コミュニティ強化
の拠点施設としての役
割を果たしているが、今
後の脱無縁社会や協働
のまちづくりを目指す
ことが必要である。

Ｂ

施設の老朽化が進み修
繕、改築等の問題も抱え
る。施設運営での活動・
使用状況の現状検証が
必要である。

※外部評価コメントは抜粋であり、全文は町のホームページ「行政評価」でご覧いただけます。

問い合わせ先　まちづくり政策部　企画財政課　２８６ - ６７２３

外部評価委員会委員

委員長 木
き

村
むら

　高
たか

宏
ひろ

学識経験者 小
こばやし

林　清
きよし

学識経験者 高
たか

桑
くわ

　眞
ま

知
ち

子
こ

学識経験者 川
かわむかい

向　眞
ま

知
ち

子
こ

公募委員 山
やま

下
した

　茂
しげる
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第
４
回  

内
灘
町
議
会
定
例
会

　

第
４
回
内
灘
町
議
会
定
例
会
が
12
月
６
日

（
火
）か
ら
15
日（
木
）ま
で
の
10
日
間
の
日
程

で
開
会
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
す
べ
て
の

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
に
関
す
る
議
案

○
平
成
23
年
度
補
正
予
算

・ 

子
宮
頸
が
ん
等
予
防
接
種
委
託
料
の
増
額

・ 

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助

金
の
増
額

・ 

海
岸
清
掃
業
務
委
託
料
の
増
額

・ 

多
機
能
型
消
防
車
寄
贈
に
伴
う
登
録
諸
経
費

・ 

寄
附
に
よ
る
児
童
図
書
購
入
費
等

一
般
会
計
で
総
額
９
，
７
０
１
万
６
千
円
の

増
額
補
正
。

条
例
に
関
す
る
議
案

○
内
灘
町
子
ど
も
の
権
利
条
例

　

 

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
６
〜
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○ 

内
灘
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例

消
防
団
員
の
確
保
を
図
る
た
め
、
消
防
団
員

の
入
団
資
格
の
範
囲
の
拡
大
と
欠
格
事
由
の

緩
和
措
置
に
伴
う
改
正

指
定
管
理
者
の
指
定

○ 

福
祉
セ
ン
タ
ー（
憩
）、惜
亭
、自
在
庵
、野

球
場
、総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、サ
イ
ク

リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
　

内
灘
町
公
共
施
設
等
管
理
公
社

○ 

総
合
体
育
館
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
武
道

館
、鶴
ケ
丘
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、弓
道
場
、向

粟
崎
体
育
館
、勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

　

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

プ
ラ
ッ
ツ
う
ち
な
だ

人
事
案
件

■
教
育
委
員
会
委
員

　

西に
し

尾お　

雄ゆ
う

次じ　
　
　
（
大
根
布
）【
再
任
】

※ 

本
定
例
会
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
２
月
発
行

予
定
の「
う
ち
な
だ
議
会
だ
よ
り
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成23年度入札契約一覧（11月執行分）

制限付き一般競争入札：建設工事 単位：円

No. 入札月日 入札名 落札業者 契約金額（税込） 予定価格（税込） 落札率

1 11月28日 内灘町浄化センター中央監視制御設備更新工事 メタウォーター㈱営業本部中日本営業部 89,538,750 119,385,000 75.00

指名競争入札：建設工事 単位：円

No. 入札月日 入札名 落札業者 契約金額（税込） 予定価格（税込） 落札率

1 11月10日 消防庁舎応急補強工事 新谷建築　新谷　茂 4,357,500 4,893,000 89.06

2 11月10日 内灘町総合公園展望台下階段バリアフリー整備工事 ㈲宮本建設 2,182,162 2,909,550 75.00

3 11月29日 大根布雨水幹線橋梁架替工事（その４） 根布長土建　根布長秀男 5,339,250 7,119,000 75.00

4 11月29日 大根布雨水幹線橋梁架替工事（その５） 氷見山産業　氷見山由勝 4,118,625 5,491,500 75.00

5 11月29日 石綿セメント送水管更新工事（その５） ㈲アカシア管工 6,252,750 8,337,000 75.00

指名競争入札：物品購入・委託業務等 単位：円

No. 入札月日 入札名 落札業者 契約金額（税込）

1 11月10日 内灘町役場庁舎電話交換機等借上業務 ／単価：1ヶ月あたり 北陸通信工業㈱ 73,500 

2 11月29日 上水道給配水管漏水調査業務 ㈱管路管理北陸営業所 1,312,500 

●内灘町では、公平な入札・契約を推進するため、入札予定価格の公表をしています。対象は発注予定金額130万円以上の建設工事です。
●内灘町では、平成20年度より制限付き一般競争入札を導入しています。対象は発注予定金額1000万円以上の建設工事です。
●内灘町では、平成21年５月より低入札基準価格取扱要綱を試行的に導入し、最低制限価格の事前公表を取りやめました。
　対象は発注予定金額130万円以上の建設工事です。

問い合わせ先　総務部　総務課
　　　　　　　☎２８６ - ６７２０



11 2 0 1 2 . 1   N o . 5 8 8

『
町
民
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１
』

子
ど
も
た
ち
も
地
域
も
つ
な
が
る 

エ
コ
タ
ウ
ン
内
灘
か
ら
と
ど
け
よ
う
！

〜
復
興
の
願
い
を
こ
め
て
み
ん
な
で
つ
な
が
る　

エ
コ
な
く
ら
し
〜

　

12
回
目
と
な
る
町
民
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
11
月
27
日（
日
）、約
２
３
０
名
参
加
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。今
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
県
の
エ
コ
ギ
フ
ト
事
業
で
金
賞
を
受
賞
し
た
白
帆
台
公

民
館
の
エ
コ
活
動
の
事
例
発
表
、大
根
布
小
学
校
５
年
生
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、「
世
界

が
１
０
０
人
の
村
だ
っ
た
ら
」
を
出
版
さ
れ
た
池い
け

田だ

香か

代よ

子こ

氏
に
よ
る
基
調
講
演
、
そ
の
池
田
氏

と
金
沢
大
学
教
授
鈴す
ず

木き

克か
つ

徳の
り

氏
、
星
稜
女
子
短
期
大
学
准
教
授　

沢さ
わ

野の

伸の
ぶ

浩ひ
ろ

氏
、
大
根
布
小
学
校

教
頭　

喜き

多た

克か
つ

之ゆ
き

氏
を
ホ
ス
ト
に
迎
え
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
で
取
り
組
む
エ
コ
活
動
の
発
表

　

白
帆
台
公
民
館
の
環
境
部
副
部
長
の
島
田

ひ
ろ
き
さ
ん
が
、公
民
館
で
は「
環
境
部
」を
創

部
し
て
、
利
用
者
に
節
電
の
啓
発
、雨
水
貯
水

槽
を
利
用
し
た
節
水
、
文
化
祭
で
の
、
手
作
り

の
環
境
紙
芝
居
に
よ
る
環
境
保
全
啓
発
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
こ
と
、い
し
か
わ
地
域
版
環
境
Ｉ

Ｓ
Ｏ
の
認
定
も
受
け
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
ま

し
た
。フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
か
ら
は
、「
取
り
組

み
が
前
向
き
で

良
い
！
」「
公
民

館
に
環
境
部
が

あ
る
の
は
す
ご

い
」
と
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

今
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
よ
う

　

基
調
講
演
で
は
、「
70
億
人
の
１
人
と
し
て

地
域
と
地
球
を
つ
な
ぐ
た
め
に
」
と
題
し
て

池
田
さ
ん
か
ら
、
地
産
地
消
な
ど
今
自
分
達

が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。雨
が
降
っ
た
と
き
や
給
食
の
食
材
に
つ

い
て
放
射
能
の
心
配
を
し
な
い
で
よ
い
内
灘

の
子
供
達
が
幸
せ
だ
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。「
世
界
が

１
０
０
人
の
村

だ
っ
た
ら
」
の

一
部
を
朗
読
い

た
だ
く
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。

児
童
に
よ
る
水
質・植
物・生
物
の
調
査

河
北
潟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

　
　

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

大
根
布
小
学
校
５
年
生
74
名
は
「
河
北
潟

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、
河
北
潟
の
水
、
植

物
、
魚
や
鳥
な
ど
の
生
き
物
に
つ
い
て
調
べ

た
事
を
、
11
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
発
表
し
ま
し
た
。

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
が
多
用
さ
れ
た
力
作
揃
い

の
ポ
ス
タ
ー
を
前
に
、
調
べ
よ
う
と
思
っ
た

動
機
、ど
の
よ
う
に
調
べ
た
か
、そ
の
結
果
や

感
じ
た
事
な
ど
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
発
表
内

容
が
と
て
も
豊
富
で
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者

か
ら
は
子
ど
も
達
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多
く
賛

嘆
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

は
じ
め
は
皆
さ
ん
ち
ょ
っ
と
緊
張
気
味
!?

徐
々
に
盛
り
上
が
っ
た
ワ
ー
ル
ド・カ
フ
ェ

　

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
で
は
、コ
ー
ヒ
ー
片
手

に
座
談
会
の
よ
う
に
、
輪
に
な
っ
て
話
を
し

ま
し
た
。基
調
講
演
の
池
田
さ
ん
、金
沢
大
学

の
鈴
木
教
授
と
大
根
布
小
学
校
の
喜
多
教

頭
、
星
稜
女
子
短
期
大
学
の
沢
野
准
教
授
が

各
テ
ー
ブ
ル
の
ホ
ス
ト
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
視
点
か
ら
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
【
持

続
可
能
な
社
会
を
ど
う
デ
ザ
イ
ン
す
る
か

「
変
え
ら
れ
る
生
活
、『
こ
ん
な
暮
ら
し
、あ
ん

な
暮
ら
し
！
』」】
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ

き
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
ブ
ル
を
回
っ

て
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
普
段
意
識
し
て
い
な
い
事
を

考
え
る
機
会
に
な
っ
た
」、「
子
ど
も
と
い
っ

し
ょ
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
た
め
に
な
っ

た
」
と
ア
ン
ケ
ー
ト
に
印
象
を
記
し
て
い
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

☎
２
８
６-

６
７
１
６
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⑴
扶
養
控
除
の
見
直
し

　

平
成
24
年
度
は
扶
養
控
除
が
次
の
と
お
り

見
直
さ
れ
ま
す
。

①
年
少
扶
養
親
族
に
対
す
る
扶
養
控
除
見
直
し

　

子
ど
も
手
当
て
の
創
設
に
伴
い
、
年
少
扶

養
親
族（
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
）に
係
る
扶
養
控

除
（
33
万
円
）
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、

町
・
県
民
税（
住
民
税
）の
非
課
税
限
度
額
の
算

定
に
必
要
な
の
で
、
扶
養
親
族
の
申
告
は
必

要
で
す
。

②  

特
定
扶
養
親
族
（
16
歳
以
上
19
歳
未
満
）
の
控

除
額
の
変
更

　

高
校
の
授
業
料
無
償
化
に
伴
い
、
特
定
扶

養
親
族
（
16
歳
以
上
23
歳
未
満
）
の
う
ち
16
歳
以

上
19
歳
未
満
の
方
に
係
る
扶
養
控
除
の
上
乗

せ
部
分（
一
般
扶
養
控
除
の
控
除
額
を
上
回
る
12
万
円

の
部
分
）
が
廃
止
さ
れ
、
扶
養
控
除
の
額
は

45
万
円
か
ら
33
万
円
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

年
齢
19
歳
以
上
23
歳
未
満
の
扶
養
控
除
額
は

以
前
と
変
わ
ら
ず
45
万
円
の
ま
ま
で
す
。

③ 

同
居
の
特
別
障
害
者
に
対
す
る
障
害
者
控

除
の
見
直
し

　

改
正
前
の
同
居
特
別
障
害
者
加
算
の
特
例

は
、
配
偶
者
控
除
の
額
ま
た
は
扶
養
控
除
の

額
に
23
万
円
を
加
算
す
る
措
置
と
し
て
講
じ

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
年
少
扶
養
親
族
に
対

す
る
扶
養
控
除
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
特
別
障
害
者
の
場
合
の
障
害
者
控
除
の

額
（
30
万
円
）
に
23
万
円
を
加
算
す
る
措
置
に

改
め
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、同
居
特
別

障
害
者
の
場
合
の
障
害
者
控
除
の
額
は
53
万

円
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
年
齢
16
歳
未
満
で
あ
る
扶
養
親
族

（
年
少
扶
養
親
族
）
に
対
す
る
扶
養
控
除
の
適
用

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
年
少
扶
養
親
族
が

障
害
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
障
害
者
控
除
は

適
用
と
な
り
ま
す
。

⑵ 

年
金
所
得
者
の
申
告
手
続
き
の
簡

素
化

　

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
を
有
す
る
方

で
、
平
成
23
年
中
の
公
的
年
金
等
の
収
入
金

額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、か
つ
、平
成

23
年
中
の
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に

は
、
所
得
税
に
つ
い
て
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出

を
要
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
の

申
告
が
必
要
な
方
に
は
内
灘
町
か
ら
ご
案
内

が
届
き
ま
す
の
で
、
従
来
通
り
住
民
税
申
告

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

子ども手当の対象

（年齢）

一般扶養控除

33万円

上乗せ分

12万円

一般扶養控除

33万円
一般扶養控除

33万円

特定扶養控除

45万円 老人扶養控除

38万円

同居老親等加算

7万円

0 15 18 22 6916 19 23 70

高校無償化の対象

廃止

廃止

扶養親族の年齢 現行の控除額
(H23年度まで)

改正後の控除額
(H24年度から)

16歳未満
平成8年1月2日以降に

生まれた方
33万円 控除対象外 

16歳以上19歳未満
平成5年1月2日から
平成8年1月1日までに

生まれた方

45万円 33万円 

19歳以上23歳未満
昭和64年1月2日から
平成5年1月1日までに

生まれた方

変更なし（45万円）

被扶養者の年齢 控除額

配偶者控除

70歳未満
(一般配偶者) 33万円 

70歳以上
(老人配偶者) 38万円 

扶養控除

16歳以上19歳未満
(一般扶養)

33万円 
23歳以上70歳未満
(一般扶養)

19歳以上23歳未満
(特定扶養) 45万円 

70歳以上
(老人扶養)

同居老親等以外 38万円 

同居老親等 45万円 

障害者控除

一般の障害者 26万円 

同居特別障害者以外の
特別障害者 30万円 

同居特別障害者(創設) 53万円 

■平成24年度以後の
　配偶者控除・扶養控除・障害者控除の額

※70歳以上…昭和17年1月1日以前に生まれた方

平
成
24
年
度 

町
民
税・県
民
税（
住
民
税
）

主
な
改
正
事
項
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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⑶ 
平
成
23
年
度
税
制
改
正
に
お
け
る

寄
付
金
税
制
の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
６
月
30
日
に
公
布
さ
れ
た
「
現

下
の
厳
し
い
経
済
状
況
及
び
雇
用
情
勢
に
対

応
し
て
税
制
の
整
備
を
図
る
た
め
の
地
方
税

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」に
よ
り
、個

人
住
民
税
の
寄
付
金
税
制
が
拡
充
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。ま
た
、

改
正
内
容
は
平
成
23
年
中
に
行
っ
た
寄
付
金

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
（
平
成
24
年
度
分
の
個
人
住

民
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。）。

① 

寄
付
金
税
額
控
除
の
適
用
下
限
額
の
引
下

げ
に
つ
い
て

　

寄
付
文
化
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
、
寄
付

金
税
額
控
除
の
適
用
下
限
額
が
５
，
０
０
０

円
か
ら
２
，０
０
０
円
に
引
下
げ
ら
れ
、よ
り

少
額
の
寄
付
で
も
税
額
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
し
た
。

② 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
以
外
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

対
す
る
寄
付
金（
都
道
府
県
・
市
区
町
村
の
条
例

に
よ
る
指
定
を
受
け
た
も
の
）に
つ
い
て

　

地
域
に
お
い
て
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を

支
援
す
る
た
め
、
寄
付
金
控
除
の
対
象
が
拡

充
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
部　

税
務
課

☎
２
８
６-

６
７
０
６

固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）の

申
告
に
つ
い
て

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
、
内
灘
町
内
に
償
却

資
産
（
土
地
、
家
屋
以
外
の
事
業
の
用
に
供
し
て
い
る

機
械･

器
具
及
び
附
属
設
備
な
ど
）
を
所
有
し
て
い

る
方
は
、
地
方
税
法
第
３
８
３
条
の
規
定
に

よ
り
、そ
の
償
却
資
産
に
つ
い
て
、内
灘
町
長

に
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。対
象

と
な
る
方
は
次
の
と
お
り
申
告
書
の
提
出
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

① 

平
成
23
年
度
に
償
却
資
産
の
申
告
を
さ
れ

て
い
る
方
は
、
平
成
23
年
中
の
増
加
又
は

減
少
資
産
申
告
書
を
提
出

② 

平
成
23
年
１
月
２
日
以
降
に
事
業
を
開
始

し
た
方
、
又
は
税
務
課
か
ら
「
全
資
産
申

告
」を
お
願
い
し
て
い
る
方
は
、平
成
24
年

１
月
１
日
現
在
の
全
資
産
申
告
書
を
提
出

③ 

平
成
23
年
中
に
償
却
資
産
の
増
減
が
無
い

場
合
又
は
廃
業
、解
散
等
さ
れ
た
場
合
は
、

そ
の
旨
を
償
却
資
産
申
告
書
の
備
考
欄
に

記
載
の
う
え
提
出

提
出
期
限　

平
成
24
年
１
月
25
日（
水
）

※ 

償
却
資
産
申
告
の
期
限
は
１
月
31
日
（
火
）
で
す
が
、

事
務
処
理
の
都
合
上
、
前
記
期
日
ま
で
の
提
出
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
部　

税
務
課

土
地
・
家
屋
の
異
動
届
出
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
の
固
定
資
産
税
評
価
額
を
決

定
す
る
た
め
、
平
成
23
年
中
に
異
動
の
あ
っ

た
土
地
、家
屋
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
１
月
25

日（
水
）ま
で
に
、
役
場
税
務
課
へ
申
告
又
は

届
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
届
出
の
際
に

は
、
平
成
23
年
度
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
の
最
終

ペ
ー
ジ
に
添
付
の「
は
が
き
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

届
出
の
必
要
な
方

①
用
地
を
取
得
又
は
変
更
さ
れ
た
場
合

②
家
屋
を
増
築
し
た
場
合

③
家
屋
の
一
部
又
は
全
部
を
取
壊
し
た
場
合

④
未
登
記
の
家
屋
を
新
築
又
は
売
買
し
た
場
合

⑤
家
屋
の
用
途
を
変
更
し
た
場
合

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
部　

税
務
課

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

平
成
23
年
中
に
俸
給
、賃
金
、歳
費
、賞
与
、そ

の
他
こ
れ
ら
の
性
質
を
有
す
る
給
与
を
支

払
っ
た
方

提
出
期
限　

 

平
成
24
年
１
月
31
日（
火
）

提
出
先　
　

受
給
者
の
平
成
24
年
１
月
１
日

　
　
　
　
　

現
在
、居
住
す
る
市
区
町
村

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
部　

税
務
課

※
今
月
の
納
税
は
17
ペ
ー
ジ
に
記
載

所
得
税
等
の
「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」を
発
行
し
ま
す

　

控
除
対
象
と
な
る
年
の
12
月
31
日
現
在
で

65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
場
合
で
も
、
身
体
の
障
害
又
は
認
知

症
の
状
態
が
一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
と
町

が
認
定
し
た
場
合
は
、申
請
に
よ
り「
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。認

定
書
の
交
付
を
受
け
た
方
は
、
確
定
申
告
等

に
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
添
付

し
、
所
得
税
や
町
県
民
税
の
所
得
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者

① 

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
と
同
等
の
障
害
程
度
の
方

② 

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
と
同

等
の
障
害
程
度（
認
知
症
の
状
態
に
あ
る
高
齢
者

を
含
む
）の
方

認
定
証
の
申
請

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請
書
に
よ
り
介

護
福
祉
課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。申
請

書
は
介
護
福
祉
課
窓
口
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部　

介
護
福
祉
課

☎
２
８
６-

６
７
０
３

そ
の
他
税
に
関
す
る
お
知
ら
せ
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内
灘
町
嘱
託
職
員

職
種
及
び
採
用
人
員 

①
公
民
館
主
事（
公
民
館
勤
務
） 

５
名
程
度

②
児
童
厚
生
員（
町
内
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
勤
務
）　

３
名
程
度

③ 

調
理
員
（
町
内
保
育
所
及
び
学
校
給
食
共
同
調
理

場
勤
務
） 

３
名
程
度

④
事
務
補
助
員 

６
名
程
度

⑤
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員 

２
名
程
度

応
募
資
格　

①
〜
⑤
共
通　

満
年
齢
64
歳（
平
成
24
年
３
月
31

日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方
で
、
普
通
自
動
車

運
転
免
許
保
有
者

③
調
理
師
免
許
保
有
者

①
②
④
⑤
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
簡
単
な
エ
ク
セ
ル
・

ワ
ー
ド
）が
で
き
る
方

⑤
保
育
士
免
許
保
有
者　

勤
務
条
件

１
賃
金　

※（　

）内
は
１
日
の
基
本
勤
務
時
間

① 

月
額
１
８
３
，７
０
０
円（
７
時
間
）

②
③
④ 
月
額
１
６
５
，８
０
０
円（
７
時
間
）

⑤ 
月
額
１
８
８
，４
０
０
円（
７
時
間
45
分
）

※
通
勤
費
支
給
制
度
あ
り

※
①
〜
⑤
共
通　

賞
与
・
諸
手
当
・
退
職
手
当
な
し

２
勤
務
日

① 

原
則
、
火
〜
土
曜
日
。た
だ
し
、
事
業
に
よ

り
日
曜
日
の
勤
務
あ
り
。

②
③
④
⑤
原
則
、月
〜
金
曜
日
。

⑤
土
曜
日
、日
曜
日
に
交
代
制
勤
務
有
。

３
そ
の
他

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険
有
、

そ
の
他
町
規
定
に
よ
る
。

採
用
予
定
日　

４
月
１
日（
日
）

応
募
期
限　
　

１
月
18
日（
水
）

応
募
要
領

総
務
課
で
交
付
す
る
願
書
、
履
歴
書
等
を
期

限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

面
接
試
験　
　

後
日
連
絡
し
ま
す
。

願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部　

総
務
課

　
　
　

  

内
灘
町
パ
ー
ト
職
員

職
種
及
び
採
用
人
員

保
育
士
助
手（
保
育
所
勤
務
）　

２
名

応
募
資
格

保
育
士
資
格
を
有
し
、健
康
な
方

勤
務
条
件

１
賃
金　

時
給
９
０
５
円

２
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

 
原
則
、月
〜
土
曜
日
、午
前
７
時
〜
午
後
７

時（
う
ち
４
時
間
）の
交
代
勤
務

採
用
予
定
日　

２
月
１
日（
水
）

応
募
期
限　
　

１
月
20
日（
金
）

応
募
要
領

町
民
生
活
課
で
交
付
す
る
願
書
、
履
歴
書
を

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
試
験　
　

後
日
連
絡
し
ま
す
。

願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部　

町
民
生
活
課

　
　
　

  

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員

　

内
灘
町
に
お
け
る
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

職
種
及
び
採
用
人
員

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員 

２
名

応
募
資
格

内
灘
町
在
住
で
普
通
自
動
車
運
転
免
許
及
び

移
動
用
の
自
家
用
車
等
を
お
持
ち
の
65
歳

（
平
成
24
年
３
月
31
日
現
在
）ま
で
の
健
康
な
方

勤
務
内
容

毎
月
４
日
〜
７
日
の
期
間
に
、
水
道
加
入
者

の
宅
地
内
に
あ
る
水
道
メ
ー
タ
ー
を
検
針
。

検
針
区
域

向
粟
崎
１
丁
目
、
向
粟
崎
２
丁
目
、
西
荒
屋
、

室
、宮
坂
、湖
西
、ハ
マ
ナ
ス
、鶴
ヶ
丘
３
丁
目

募
集

募
集

募
集

Information
on living

情
報

g暮
し

暮
ら
の

お問い合わせ

役場代表
TEL  286-1111

総務部
総務課 ☎286-6720
税務課 ☎286-6706
総合収納室 ☎286-6706
まちづくり政策部
企画財政課 ☎286-6723
行財政改革推進室 ☎286-6723
行政経営室 ☎286-6723
情報政策課 ☎286-6753
公聴広報室 ☎286-6753
町民福祉部
町民生活課 ☎286-6701
環境政策課 ☎286-6712
健康推進課 ☎286-6702
介護福祉課 ☎286-6703
地域包括支援センター ☎286-6750
都市整備部
産業振興課 ☎286-6708
企業立地推進室 ☎286-6708
都市建設課 ☎286-6710
北部開発対策室 ☎286-6713
上下水道課　上水 ☎286-1115
　　　　　　下水 ☎286-6718
新エネルギー開発対策室 ☎286-6718
教育委員会
生涯学習課 ☎286-6716
男女共同参画室 ☎286-6716
学校教育課 ☎286-6717
教育センター ☎286-5481

会計課 ☎286-6707
監査委員事務局 ☎286-6730
選挙管理委員会 ☎286-6730
議会事務局 ☎286-6715

保健センター ☎286-6101
消防本部 ☎286-3301
図書館 ☎286-1930
文化会館 ☎286-1123
子育て支援センター ☎238-3233
働く女性の家 ☎237-6440
シルバー人材センター ☎286-2992
屋内温水プール ☎286-1800
（財）公共施設等管理公社 ☎286-3766
社会福祉協議会 ☎286-6953
夕陽ヶ丘苑 ☎286-9911
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②
③
に
関
し
て
は
20
歳
（
平
成
24
年
１
月
20
日
現
在
）

以
上
の
健
康
な
方
で
男
女
の
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

※ 

提
供
会
員
、
両
方
会
員
の
方
は
講
習
会
を
受
講
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
23
年
度 

内
灘
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
提
供
会
員
養
成
講
座

日
時

１
月
18
日（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時
15
分

１
月
19
日（
木
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時
15
分

１
月
20
日（
金
）午
前
10
時
〜
12
時

場
所　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

※ 

託
児
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
申
込
み

の
際
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

内
灘
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

〒
９
２
０
‐
０
２
７
２　

向
陽
台
１
丁
目
97

　
　
　

  

夕
陽
ヶ
丘
苑
職
員

職
種
及
び
採
用
人
員

①
介
護
職
員（
正
職
員
） 
若
干
名

②
介
護
職
員（
平
成
24
年
４
月
１
日
採
用
） 

若
干
名

③
介
護
職
員（
パ
ー
ト
） 

若
干
名

④
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
看
護
職
員（
パ
ー
ト
） 

１
名

応
募
資
格

①
②
③
介
護
福
祉
士
又
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
以
上
取
得（
取
得
見
込
可
）の
方
で

①
満
年
齢
45
歳
ま
で
の
健
康
な
方

② 

新
規
学
卒
者
ま
た
は
卒
業
後
３
年
以
内
の

方

③
年
齢
不
問

④ 

年
齢
不
問　

看
護
師
又
は
准
看
護
師
免
許

取
得
の
方

勤
務
条
件

１
賃
金

① 

②
福
祉
会
規
定
に
よ
る（
年
齢
、経
験
等
勘
案
）諸

手
当
、期
末
、勤
勉
手
当
有

②
新
卒
者

　

大
学
卒　

月
額
１
６
４
，３
０
０
円

　

短
大
卒　

月
額
１
５
４
，４
０
０
円

　

高
校
卒　

月
額
１
４
５
，９
０
０
円

③
時
給
９
０
０
円

④
時
給
１′
２
０
０
円

２
勤
務
日
・
勤
務
時
間

① 

②
交
代
制（
日
勤
、早
出
、遅
出
、夜
勤　

週
40
時
間

勤
務
）

③ 

週
２
日
〜
５
日
勤
務
（
午
前
７
時
〜
午
後
９
時

の
間
で
３
時
間
以
上
勤
務
）　

④ 

月
〜
土
曜
日
（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分 

の
間
で
７
時
間
以
上
、週
３
日
以
上
勤
務
）

３
そ
の
他

① 

②
健
康
保
険
、厚
生
年
金
保
険
、雇
用
保
険

有（
③
④
は
勤
務
時
間
に
よ
る
）

採
用
予
定
日　

①
③
随
時

　
　
　
　
　
　

②
４
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

④
３
月
１
日（
木
）

応
募
期
限　

　

①
③
④
随
時

　
　
　
　
　
　

②
１
月
20
日（
金
）

応
募
要
領

夕
陽
ヶ
丘
苑
で
交
付
す
る
申
込
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

①
②
③
④
資
格（
取
得
見
込
）証
明
書
添
付

②
新
卒
者
の
方
は
成
績
証
明
書
添
付

面
接
日
時　

後
日
連
絡
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

内
灘
町
福
祉
会　

夕
陽
ヶ
丘
苑

　
　
　

   

言
語
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

  

講
習
会

　

言
語
リ
ハ
ビ
リ
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
上
手
く
行
え
る
訓
練
方
法
を
一
緒
に
学
び

ま
せ
ん
か
？

日
時　

　
　

１
月
18
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

　

 　

内
灘
町
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　

リ
ハ
ビ
リ
室

講
師　

　
　

城
北
病
院　

高た
か

城し
ろ　

昌ま
さ

実み 

先
生

参
加
費　

　

無
料

対
象　

　

 　

 

脳
卒
中
後
遺
症
の
あ
る
方
や
ご

家
族
、
そ
の
他
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

１
月
10
日（
火
）

主
催　
　
　

 

石
川
県
脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
推
進
協
議
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
　

内
灘
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

県
営
住
宅
、
鶴
ヶ
丘
４
丁
目
の
一
部
（
検
針
地

区
の
割
り
当
て
は
こ
ち
ら
で
行
い
ま
す
。）

委
託
件
数　

１
人
当
た
り
約
１
，０
０
０
戸

委
託
料　
　

月
額
５
０
，０
０
０
円
程
度

委
託
予
定　

４
月
検
針
よ
り

応
募
期
限　

１
月
20
日（
金
）

応
募
要
領

上
下
水
道
課
で
交
付
す
る
申
込
書
を
期
限
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

面
接
日
時　

後
日
連
絡
し
ま
す
。

願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
部　

上
下
水
道
課

　
　
　

  

内
灘
町
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　

  

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
会
員

　

内
灘
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。依
頼
会
員
・
提
供

会
員
・
両
方
会
員
い
ず
れ
か
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ

る
申
込
書
に
記
入
し
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

対
象 

① 

依
頼
会
員
に
な
り
た
い
方（
育
児
支
援
を
受
け

た
い
方
）

② 

提
供
会
員
に
な
り
た
い
方（
育
児
支
援
を
行
い

た
い
方
）

③ 

両
方
会
員
に
な
り
た
い
方（
育
児
の
支
援
を
受

け
た
い
し
、支
援
も
で
き
る
方
）

※  

①
に
関
し
て
は
年
齢
・
男
女
の
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

募
集

募
集

催
し
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※
持
ち
物
は
、電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

向
陽
台
保
育
園　

☎
２
３
７-

２
６
１
７

　
　
　

  

循
環
型
農
業
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

　　

内
灘
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
循
環
型
農
業
の
理

解
を
深
め
る
た
め
に
地
元
有
機
野
菜
を
使
っ
た
料

理
を
紹
介
し
、そ
の
魅
力
に
つ
い
て
試
食
を
通
し

て
体
験
し
て
も
ら
う
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

　
　

１
月
24
日（
火
）午
後
２
時
〜
４
時

会
場　
　
　

内
灘
町
役
場
３
０
１
会
議
室

内
容　
　
　

有
機
野
菜
の
魅
力
と
楽
し
み
方

参
加
費　

　

無
料

持
ち
物　

　

筆
記
用
具

定
員　

　
　

30
名（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
限　

１
月
18
日（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
部　

産
業
振
興
課

　
　
　

  

生
ゴ
ミ
発
酵
用
ボ
カ
シ
の

　
　
　

  

配
布
を
い
た
し
ま
す

　

生
ゴ
ミ
を
活
用
し
て
家
庭
菜
園
や
花
づ
く

り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。「
お
い
Ｃ
町
内
灘
」

の
メ
ン
バ
ー
が
配
布
し
ま
す
。

配
布
日
時　

１
月
21
日（
土
）・
23
日（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
10
時

　
　
　
　
　

 （
毎
月
第
３
土
曜
日
・
第
４
月
曜
日
に
配

布
す
る
予
定
で
す
。）

場
所　
　

 

内
灘
町
役
場 

１
階
西
側
駐
車
場

　
　
　
　
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
駐
車
ス
ペ
ー
ス
横
）

※ 

ボ
カ
シ
づ
く
り
費
用
の
た
め
、
１
袋
（
５
０
０
ｇ
）

２
０
０
円
の
協
力
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

町
内
在
住
の
方
の
み
、お
ひ
と
り
一
ヶ
月
２
袋
ま
で
と
な

り
ま
す
。（
使
用
方
法
は
、配
布
時
に
説
明
い
た
し
ま
す
。）

問
い
会
わ
せ
先

都
市
整
備
部　

産
業
振
興
課

　
　
　

  

障
が
い
者
相
談
員
に
つ
い
て

　

次
の
相
談
員
の
方
々
が
、
石
川
県
知
事
よ

り
委
託
を
受
け
、身
体
・
知
的
障
が
い
の
あ
る

方
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
障
が
い

者
制
度
や
生
活
等
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

身
体
障
が
い
者
相
談
員

桶お
け

谷た
に　

省し
ょ
う
じ治　

西
荒
屋
ハ
３
‐
３

　
　
　

☎
２
８
６-

６
３
１
２

細ほ
そ

川か
わ　

勝か
つ

義よ
し　

鶴
ヶ
丘
４
‐
１
‐
１
２
５

　
　
　

☎
２
８
６-

１
０
４
５

沢さ
わ

多だ　

弘ひ
ろ

行ゆ
き　

鶴
ヶ
丘
４
‐
10
‐
１　

　
　
　

☎
２
８
６-

３
２
２
５

北き
た

川が
わ　

栄え
い

子こ　

向
粟
崎
３
‐
83　
　
　

　
　
　

☎
２
３
８-

３
７
９
４

知
的
障
が
い
者
相
談
員

坂さ
か

野の　

千ち

秋あ
き　

鶴
ヶ
丘
１
‐
２
７
６

　
　
　

☎
２
８
６-
２
６
２
５

　
　
　
　

０
９
０-
３
８
８
６
‐
１
３
２
３

問
い
合
わ
せ
先　
町
民
福
祉
部　

介
護
福
祉
課

　
　
　

  【
子
ど
も
手
当
】に
つ
い
て

　

10
月
以
降
の「
子
ど
も
手
当
」の
認
定
請
求

書
の
提
出
は
、も
う
お
済
み
で
す
か
。こ
の
認

定
請
求
書
を
提
出
し
な
い
場
合
、
10
月
分
か

ら
の
子
ど
も
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま

す
。ま
だ
、
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
１
月

13
日（
金
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
認

定
請
求
書
は
10
月
末
に
郵
送
済
み
で
す
。）

【
注
意
す
る
点
】

国
民
年
金
以
外
の
方
は
、
請
求
者
の
健
康
保

険
証
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部　

町
民
生
活
課

　
　
　

  

石
川
県
ふ
ぐ
処
理
資
格
者

　
　
　

  

試
験
準
備
講
習
会

　

石
川
県
で
は
平
成
18
年
に
ふ
ぐ
条
例
が
施

行
さ
れ
免
許
制
と
な
り
ま
し
た
。ふ
ぐ
取
扱

者
の
皆
さ
ま
に
、
試
験
に
向
け
て
の
事
前
準

備
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　
　

２
月
１
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
12
時（
実
技
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分（
学
科
）

場
所　
　

金
沢
勤
労
者
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
（
金
沢
市
北
安
江
３
‐
２
‐
20
）

受
講
料　

２
３′
０
０
０
円 （
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

定
員　
　

30
名
程
度（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

　
　
　

  
向
陽
台
保
育
園

　
　
　

  「
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
」

　　

平
成
23
年
度
の
活
動
も
あ
と
３
回
と
な
り

ま
し
た
。秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
、竹
の
玩
具

あ
そ
び
や
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
づ
く
り
、
園
児

に
よ
る
遊
戯
の
観
賞
等
、
に
ぎ
や
か
な
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。あ
そ
び
や
情
報
交
換
、

食
事
体
験
を
通
し
て
、友
だ
ち
が
で
き
、ま
す

ま
す
活
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、開
催
日
に
限
ら
ず
、保
育
園
を
開
放

し
て
お
り
、
絵
本
の
貸
出
し
や
園
行
事
へ
の

参
加
が
で
き
ま
す
。昨
年
10
月
に
新
し
い
大

型
遊
具
が
設
置
さ
れ
た
園
庭
の
利
用
も
人
気

で
、
午
後
か
ら
は
小
学
生
も
よ
く
遊
び
に
来

て
い
ま
す
。冬
の
貴
重
な
晴
れ
の
日
に
外
で

い
っ
し
ょ
に
遊
び
ま
せ
ん
か
。

対
象　

　
　

 

未
入
園
の
０
歳
児
〜
２
歳
児
の

お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

開
催
日
時
と
そ
の
活
動　

月
１
回
程
度　

　

１
月
10
日（
火
）　

昔
あ
そ
び

　

２
月
14
日（
火
）　

ひ
な
飾
り
制
作

　

３
月
２
日（
金
）　

ひ
な
ま
つ
り
会

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
　
　

向
陽
台
保
育
園　

ゆ
う
ぎ
室

内
容　
　
　

 

親
子
あ
そ
び
、食
事
体
験
、情
報

交
換
、子
育
て
相
談
等

申
し
込
み　

 

当
日
会
場
で
利
用
者
登
録
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

催
し

催
し

お
知ら
せ

お
知ら
せ

お
知ら
せ

お
知ら
せ
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豪
雪
時
に
お
け
る
ご
み
収
集
の
停
止

・ 

収
集
が
困
難
な
状
況
の
場
合
、
町
か
ら
該

当
地
区
へ
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部　

環
境
政
策
課

　
　
　

  

冬
期
間（
１
月
・
２
月
）の

　
　
　

  

古
着
・
古
紙
類
回
収
休
止

　

冬
期
の
降
雪
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
古

紙
類（
新
聞
・
雑
誌
と
雑
紙
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
）の
各
戸

回
収
を
冬
期
間（
１
月
・
２
月
）休
止
い
た
し

ま
す
。ま
た
河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合
で
の

古
着
・
古
紙
類
の
無
料
回
収
も
同
期
間
休
止

し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ど
ち
ら
も
平
成
24
年
３
月
よ
り
再
開
し
ま

す
の
で
、ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部　

環
境
政
策
課

河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合

☎
２
８
８-

４
５
４
５

　
　
　

   

内
灘
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　
　
　

   

タ
ー
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は
、
町
内
在

住
の
60
歳
以
上
の
元
気
な
方
々
が
、
得
意
な

仕
事
の
分
野
で
会
員
登
録
し
、
お
客
様
か
ら

の
ご
依
頼
さ
れ
た
仕
事
と
マ
ッ
チ
し
た
会
員

さ
ん
が
就
業
し
、
丁
寧
に
仕
事
を
さ
せ
て
頂

く
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

お
客
様
は
、困
っ
た
事
が
あ
れ
ば
、お
気
軽

に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。丁
寧
に
お
答
え
し
、会
員
の
手

配
を
致
し
ま
す
。

　

作
業
が
終
了
し
た
ら
、
完
了
確
認
を
し
て

頂
き
、後
日
請
求
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、お
支

払
く
だ
さ
い
。（
当
日
支
払
い
不
要
）

※
お
見
積
り
は
、無
料
！

※ 

公
益
法
人
な
の
で
、利
益
を
目
的
と
し
て
お
ら
ず
、安

価
な
お
値
段
で
お
引
受
け
致
し
ま
す
。

作
業
内
容

・
庭
木
剪
定
・
生
垣
作
成

・ 

障
子
・
襖
・
網
戸
張
替
作
業
・
法
名
軸
作
成

等
・
除
雪
作
業

・ 

簡
単
な
修
理
作
業（
ド
ア
鍵
・
戸
車
・
丁
番
取
替
・

電
気
関
係
等
）

・
包
丁
研
ぎ
・
清
掃
業
務（
屋
内
外
）

・
倉
庫
整
理
・
着
物
着
付
け
・
洋
服
直
し

・ 

パ
ソ
コ
ン
で
の
名
簿
作
成
・
年
賀
状
宛
名

印
刷
・
同
窓
会
案
内
作
成　

等

問
い
合
わ
せ
先

社
団
法
人
内
灘
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　

   
今
月
の
納
税

納
期
限　
　

 

１
月
31
日（
火
）

町
民
税
・
県
民
税 

　
　
　
　
　

第
４
期

国
民
健
康
保
険
税 　
　
　
　
　

第
10
期

申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
頂
き（
社
）石

川
県
調
理
師
会
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※ 

申
込
書
は
（
社
）
石
川
県
調
理
師
会
又
は
、
県
薬
事
衛

生
課
及
び
最
寄
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
地
域
セ
ン

タ
ー
に
て
お
受
取
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（
社
）石
川
県
調
理
師
会

☎
２
６
１-

０
１
４
４

　
　
　

  

積
雪
時
の
ご
み
収
集
に

　
　
　

  

つ
い
て
の
お
願
い

除
雪
の
励
行

・ 

ご
み
収
集
車
が
通
行
で
き
ま
す
よ
う
、
狭

い
道
路
及
び
生
活
道
路
の
除
雪
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
出
し
方

・ 

冬
期
間
は
道
路
状
況
に
よ
り
、
収
集
が
遅

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・ 

積
雪
に
よ
り
ご
み
収
集
車
が
通
行
で
き
な

い
場
合
、
ゴ
ミ
収
集
車
が
通
行
可
能
な
道

路
ま
で
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

・ 

大
雪
の
場
合
、
ご
み
収
集
が
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
方
式
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
有
線

放
送
・
防
災
行
政
無
線
放
送
・
内
灘
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
案
内
し
ま
す
。）

※ 

各
地
区
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
指
定
場
所
は
、
ご
み
カ
レ

ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広告

内灘のペットアロマサロンといえば    おかげさまで1周年!!

ナノバブルオゾンペットシャワー
　　標準装備いたしました。(追加料金は一切いただいておりません）

ドッグファミリー TEL 282-9456 シャンプー
・カット

　　　　　
　　ペット

ホテル

　　　　　
　　　　　

　　仔犬販
売

登録番号：第310A052号（販売）第310B048号（保管）有効期限  平成27年10月27日  動物取り扱い責任者  中林辰也

今月モデルデビューのワンちゃんたち！（抽選にはずれたお客様すみません。）     
内灘町鶴ヶ丘5丁目1-345（鶴ヶ丘ショピングセンター内）

チョコちゃん

ロン君

ビビアンちゃん

ここあちゃん

メイちゃん

シズオ君

もみじちゃん

レミちゃん バニラちゃん

さくらちゃんこはるちゃん

レン君

お
知ら
せ

お
知ら
せ

お
知ら
せ

お
知ら
せ
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戸
籍
・
住
民
窓
口
か
ら
の
お
知
ら
せ 

●
平
日（
月
〜
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で
左
記
業
務

の
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
証
明
の
発
行
、印
鑑
登

録● 

戸
籍
・
住
民
窓
口
で
は
本
人
確
認
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
５
月
１
日
か
ら
戸
籍
・
住
民
窓

口
で
の
本
人
確
認
が
法
律
上
の
ル
ー
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

戸
籍
法
及
び
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。証
明

書
の
発
行
及
び
戸
籍
・
住
民
異
動
の
届
出
に
は

本
人
確
認
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

窓
口
で
は
、
下
記
の
書
類
に
よ
り
本
人
確

認
を
行
い
ま
す
。ま
た
、代
理
人
が
申
請
す
る

場
合
に
は
、
請
求
者
の
委
任
状
な
ど
書
面
に

よ
る
確
認
書
類
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
民
生
活
課
窓
口
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

注
意　

 

転
入
・
転
出
届
、戸
籍
届
等
は
午
後
５
時

15
分
ま
で
で
す
。

１
つ
で
よ
い
も
の

　
（
官
公
庁
等
が
発
行
し
た
写
真
付
の
も
の
）

運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
、住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
、身
体
障
害
者
手
帳
、小
型

船
舶
操
縦
免
許
証
、
電
気
工
事
士
免
許

状
、船
員
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
、宅
地

建
物
取
引
主
任
者
証
な
ど

２
つ
以
上
必
要
な
も
の

健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、

介
護
保
険
証
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
、学
生
証
、法
人
が
発
行
し
た
身

分
証
明
書
な
ど

そ
の
他

上
記
の
も
の
が
な
い
場
合
は
、
聴
き
取

り
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部　

町
民
生
活
課

☎
２
８
６-

６
７
０
１　

本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

書
類
の
例

各種無料相談（秘密厳守）のご案内
ひとりで悩んでいませんか？

無料法律相談（秘密厳守）
相続、不動産関係、親族関係、損害賠償、DV等に
関すること
相談時間は30分間となります。（完全予約制）

日時　1/26（木）13:30～16:00
場所　内灘町社会福祉協議会
　　　（内灘町字鶴ケ丘2-161-1）
申し込み・問い合わせ先
町社会福祉協議会
☎076-286-6953

人権・行政・福祉相談（心配ごとなんでも）
（秘密厳守）

相隣関係、相続、行政に対する苦情、架空請求、福
祉に関する相談など

日時　1/20（金）13:00～16:00
場所　働く女性の家
　　　（内灘町字向陽台1-145-2）
申し込み・問い合わせ先
申込不要。直接、働く女性の家までお越しくださ
い。
☎076-237-6440

生活・就労出前相談（気軽に相談できます）
生活や就職に関すること（当日は職業紹介や申
請手続きは行いません。求人情報冊子の閲覧
可。）

日時　1/19（木）、2/16（木）、3/15（木）
　　　9:30～16:00
場所　内灘町役場　1階　相談室
申し込み・問い合わせ先
都市整備部　産業振興課
☎076-286-6708

広告

職員募集お問合せ下さい。

入居者募集⇒随時ご見学下さい !!

資料請求・問い合せ　⇒　電話　076-286-8787

有料老人ホーム　ハマナス
住所／内灘町白帆台２丁目527番地

★入居の要件 ⇒ 要介護 １ ～ ５ の方が対象と
　なります。
★内灘町の住所以外 ( 県内・県外 ) の方でもご入居いた
だけます。
★24 時間往診対応・在宅療養支援診療所の医師と協力
提携をしております。 

住宅型 広報うちなだ、内灘町ホームページに

広告を載せませんか!
広報うちなだ
■ 8 分の 1ページ相当（58mm× 89mm） 10,000円／ 1月
■ 4 分の 1ページ相当（58mm×180mm） 20,000円／ 1月

内灘町ホームページ　※ バナー広告で、1ヶ月を単位とし毎月1日を基準日とします。
■ 1 枠（縦 50ピクセル×横 125ピクセル） 5,000円／ 1月

有料広告募集のお知らせ

広告料は6ヶ月以上連続掲載申込みで 1割、
12ヶ月連続申込みで 2割が割引され、断然お得になっています。

問い合わせ先 :まちづくり政策部　情報政策課
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第
４
回　

内
灘
町
食
育
大
会

生
き
る
チ
カ
ラ
〜
自
ら
つ
か
む
食
の
力
〜

　

食
育
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
内
灘
町
の
子
ど

も
達
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
み
ん
な
で
考
え

ま
し
ょ
う
。ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。（
参
加
無
料
・
要
予
約
）

日
時　
　

２
月
11
日（
土
・
祝
）　　

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
12
時

場
所　
　

内
灘
町
役
場　

町
民
ホ
ー
ル

内
容　
　

●
講
演 「
生
き
る
チ
カ
ラ

　
　
　
　

〜
自
ら
つ
か
む
食
の
力
〜
」

　

講
師 

金
沢
学
院
大
学

　
　
　

 

教
授　

平ひ
ら

下し
た　

政ま
さ

美み　

氏

● 

ビ
デ
オ
上
映
「
が
ん
ば
っ
て
る
よ
！
う
ち

な
だ
っ
子
の
食
育
事
業
」

●
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
っ
て
な
あ
に
？ 

　

〜〝
保
健
セ
ン
タ
ー
食
堂
〞へ
よ
う
こ
そ
〜

レ
ッ
ツ
！
プ
レ
マ
マ
・
プ
レ
パ
パ
ク
ラ
ス

　

妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
、体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象　
　

町
内
の
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
家
族

第
１
回　

１
月
22
日（
日
）

第
２
回　

２
月
５
日（
日
）

第
３
回　

２
月
19
日（
日
）

※
で
き
る
だ
け
３
回
通
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
間　
　

午
前
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
（
午
前
９
時
30
分
〜
受
付
）　

会
場　
　

内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
　

 

育
児
体
験
（
沐
浴
な
ど
）、
栄
養
や
体

の
お
話
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
ス
ト
レ
ッ
チ
等

　
　
　
　

※
妊
婦
体
験
で
き
ま
す
。※
託
児
あ
り

申
込
期
限　

１
月
18
日（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対　　象 　乳幼児・親子 
日　　時　月～金曜日
　　　　　午前9時～正午・午後1時～5時  

※室内での飲食はご遠慮ください。  
※健診等がある時間帯は使用できません。      

対　　象 　 生後2ヶ月頃～ハイハイ
まで 

定　　員 　先着10組（要予約） 
日　　時 　1/19（木）   ・2/16（木）
　　　　　午前10時～12時   
　　　　　（受付時間 午前10時～10時15分）

日　　時 　1/23（月）・2/13（月）・3/12（月）
　　　　　午後3時～5時   
■ 子供の育児相談・栄養相談  
■ 健診後の健康相談
 ■ 肥満、糖尿病、高血圧などの相談
      ■ 心の健康相談
※栄養相談は事前にご連絡ください。

すこやかホール開放 ベビーマッサージクラス 健康相談会

会場・お申し込み・問い合わせ先：内灘町保健センター

申
込
期
限　
　

１
月
20
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー

献
血
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

〜
献
血
は
心
の
贈
り
も
の
〜

　

あ
な
た
の
温
か
い
心
と
血
液
で
、
多
く
命

を
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。献
血
を
し
て

頂
い
た
方
に
は
、
肝
機
能
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
等
、
糖
尿
病
関
連
検
査
（
グ
リ
コ
ア
ル
ブ
ミ

ン
検
査
）
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
に
も
役
立
ち
ま
す
。

日
時　
　

１
月
25
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
12
時

場
所　
　

内
灘
町
役
場　

問
い
合
わ
せ
先

内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会

お問い合わせ

 from 
Public Health Center

お問い合わせ

 from 
PPPPPuPuPublic Health Center

保
健

セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

Information 

保健センター
TEL  286-6101

乳幼児健診・予防接種
会場　内灘町保健センター

実施日（受付時間） 対象（平成）

４
か
月
児
健
診

1月24日火
13：00～13：30

23年9月生

2月21日火
13：00～13：30

23年10月生

１
歳
６
か
月
児
健
診

1月17日火
13：00～13：30

22年6月生

2月14日火
13：00～13：30

22年7月生

３
歳
児
健
診

1月10日火
12：45～13：15

20年9月生

2月７日火
12：45～13：15

20年10月生

５
歳
児
健
診

1月20日金
12：45～13：15

向粟崎保育所

2月３日金
12：45～13：15

向陽台保育園

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

1月16日月
13：00～14：00

23年9月生

2月６日月
13：00～14：00

23年10月生
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Uchinada

Town Focus

お問い合わせ

まちづくり政策部
情報政策課公聴広報室
TEL  286-6753
FAX  286-0617

　
　
　

小
松
せ
え
は
さ
ん
極
真
空
手

　
　
　

世
界
大
会
で
３
位
入
賞

　

12
月
３
日
、
４
日
に
ロ
シ
ア
の
モ
ス
ク
ワ

で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
極
真
空
手
ワ
ー
ル
ド

ユ
ー
ス
選
手
権
の
中
学
女
子
50
キ
ロ
級
に
日

本
代
表
と
し
て
出
場
し
た
小
松
せ
え
は
さ
ん

（
内
灘
中
２
年
）が
見
事
３
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

小
学
１
年
生
の
時
か
ら
始
め
た
空
手
の
練

習
で
す
が
、
４
年
生
の
頃
ま
で
は
試
合
で
勝

て
な
く
て
泣
い
て
ば
か
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

せ
え
は
さ
ん
は｢

空
手
は
引
っ
込
み
思
案
な

自
分
を
変
え
て
く
れ
た
。今
は
気
持
ち
が
強

く
な
っ
た
し
、
試
合
で
全
国
の
友
達
に
会
え

る
の
が
楽
し
み｣

と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
大
会
は
惜
し
く
も
初
代
女
王
を
逃
し
ま

し
た
が
、
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
が
楽
し
み

で
す
ね
。

　
　
　

㈱
エ
イ
ム
様
に
感
謝
状
を
贈
呈

　

こ
の
た
び
㈱
エ
イ
ム
様
よ
り
温
水
プ
ー
ル

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機

器
、
ジ
ャ
グ
ジ
ー
設
備
な
ど
の
ご
寄
付
が
あ

り
、町
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　

明
る
く
使
い
や
す
く
な
っ
た
温
水
プ
ー
ル

を
利
用
さ
れ
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。（
４
月

〜
11
月
末
ま
で
前
年
比
２
割
増
し
。）

　

寒
い
冬
こ
そ
温
水
プ
ー
ル
で
楽
し
く
体
力

づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

内
灘
町
子
ど
も
会

　
　
　

ユ
ニ
セ
フ
募
金
活
動

　

12
月
４
日（
日
）に
内
灘
町
子
ど
も
会
連
絡

協
議
会
が
年
末
の
恒
例
行
事
「
ユ
ニ
セ
フ
募

金
活
動
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
大
型
店
舗
等
５
箇
所
に
お
い
て
78

名
の
子
ど
も
た
ち
が
午
前
と
午
後
、
１
時
間

ず
つ
、
前
日
に
み
ん
な
で
協
力
し
て
作
成
し

た
ポ
ス
タ
ー
と
募
金
箱
を
持
ち
、
訪
れ
る
買

い
物
客
に
大
き
な
声
で
募
金
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。お
か
げ
さ
ま
で
募
金
額
は
午
前
と
午

後
合
わ
せ
て
、９
４
，５
７
９
円
集
り
、後
日
、

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
の
方
に
送
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

1

1

緊張感溢れる
試合の瞬間

写真右が、
小松せえはさん

ジャグジー
設備の前での
感謝状贈呈式

23

大きな声で
募金を呼び
かけました

1

3 2
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歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　

今
年
も
12
月
１
日
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
る

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
に
賛
同
し
、
内

灘
町
連
合
女
性
会
に
加
入
し
て
い
る
10
地
区

の
女
性（
婦
人
）会（
部
）員
が
12
月
に
地
域
の

各
家
庭
を
ま
わ
り
、募
金
を
集
め
ま
し
た
。

　

12
月
13
日
（
火
）、
内
灘
町
連
合
女
性
会
を

代
表
し
て
会
長
の
川
か
わ
む
か
い向
眞ま

知ち

子こ

さ
ん
、
会
計

の
濵は
ま

田だ

陽よ
う

子こ

さ
ん
、
書
記
の
川か

わ

口ぐ
ち

里り

香か

さ
ん

の
３
名
が
内
灘
町
役
場
を
訪
れ
、
内
灘
町
共

同
募
金
委
員
会
会
長
で
あ
る
八
十
出
泰
成
町

長
に「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」と
し
て
金
額

１
，２
９
３
，０
２
４
円
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
　
　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
の

　
　
　

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ　

Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ

　

12
月
16
日
（
金
）、
国
際
交
流
員
ジ
ェ
ー
ム

ズ
に
よ
る
世
界
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

「
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ　

Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
」

が
絵
本
の
お
部
屋「
キ
ッ
ズ
ー
ナ
」で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
両
親
か
ら
読
み

聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
思
い
出
の
絵
本
「
か
い

じ
ゅ
う
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
」を
、図
書
館
司

書
が
日
本
語
で
、
続
い
て
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
英

語
で
読
み
聞
か
せ
ま
し
た
。最
後
は
み
ん
な

で
ホ
ー
キ
ポ
ー
キ
ダ
ン
ス
も
楽
し
み
ま
し

た
。今
後
も
キ
ッ
ズ
ー
ナ
か
ら
多
文
化
の
魅

7

5 4

華やかな着物に
身をつつみ、
しとやかに演舞

知っている
お話も、英語で
聞くと新鮮な

感じ

募金ありがとう
ございました

介助は相手の
立場になって
考えることが
重要です

6

力
を
加
え
た
絵
本
の
楽
し
み
を
お
伝
え
し
ま

す
。次
回
は
、１
月
14
日（
土
）午
後
3
時
開
催

で
す
。ご
家
族
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　

避
難
訓
練
・
介
助
体
験
実
施

　
　
　

サ
ン
タ
を
さ
が
せ
！

　

12
月
４
日
（
日
）、
サ
ン
タ
を
さ
が
せ
！
交

流
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
役
場
庁
舎
全
体
を

使
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
ふ
れ
あ
い
相

互
に
理
解
を
深
め
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
年
は
サ
ン
タ
議
会
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

の
他
、
車
椅
子
の
補
助
や
目
隠
し
を
し
た
人

の
誘
導
な
ど
の
介
助
体
験
、
い
ざ
と
い
う
時

の
避
難
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

し
と
や
か
に
演
舞

　
　
　

日
本
舞
踊
子
ど
も
教
室

　

12
月
17
日
（
土
）、
日
本
舞
踊
子
ど
も
教
室

の
発
表
会
が
内
灘
町
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。教
室
で
は
町
内
の
１
年
生
〜
５
年

生
の
子
ど
も
た
ち
が
、
９
月
か
ら
西
川
流
日

本
舞
踊
の
練
習
に
励
み
、
日
本
の
伝
統
文
化

を
学
ん
で
き
ま
し
た
。舞
台
で
は
緊
張
で
少

し
表
情
が
硬
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、

舞
い
終
え
た
後
に
は
、「
楽
し
か
っ
た
。参
加

し
て
よ
か
っ
た
。」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

5

67

4
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問い合わせ・ご予約先
河北郡市広域事務組合「エコみらい河北」
☎ 288-4545

多
文
化
共
生
地
域
交
流
事
業

●
ｈ
ａ
！
ｈ
ａ
！
ハ
マ
ナ
ス

　
　
　

み
ん
な
で
交
流 

２
０
１
２

〜
内
灘
町
在
住
外
国
人
の
皆
さ
ん
と

　
　
　

町
づ
く
り
を
と
お
し
て

　
　
　
　
　
　
　

絆
を
繋
ぎ
ま
し
ょ
う
！
〜

日
時　

　
　

２
月
12
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　

　
　

ハ
マ
ナ
ス
公
民
館

内
容　
　

　

外
国
人
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
世
界
の
料
理

を
作
っ
て
味
わ
う
食
文
化
の
交
流
や
音
楽
、

ゲ
ー
ム
な
ど
様
々
な
国
の
文
化
を
堪
能
し
ま

す
。食
の
屋
台
に
は
、
餅
つ
き
（
日
本
）、
バ
レ
ン

タ
イ
ン
菓
子（
ド
イ
ツ
）、春
巻
き（
ベ
ト
ナ
ム
）な
ど

申
込
期
限　

１
月
31
日（
火
）

参
加
費　

　

一
人
１
０
０
円

対
象　
　
　

国
籍
、年
齢
問
わ
ず
参
加
可

主
催　

　
　

ハ
マ
ナ
ス
公
民
館

　
　
　
　
　

内
灘
町
教
育
委
員
会

●
言
葉
の
壁
を
超
え
る
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
 「

や
さ
し
い
日
本
語
」か
ら
始
ま
る

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

　

外
国
人
に
も
「
わ
か
り
や
す
い
日
本
語
で

の
表
現
」は
災
害
時
の
伝
達
に
も
有
効
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
外
国
人
住

民
と
と
も
に
生
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。（
参
加
無
料
）

日
時　
　
　

２
月
５
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

場
所　
　
　

内
灘
町
役
場 

町
民
ホ
ー
ル

内
容　
　

 　

 

講
演
会
・
地
域
の
外
国
人
を
交

え
た
交
流
会

講
師　
　
　

阿あ

部べ 

一い
ち

郎ろ
う 

氏
・
今い
ま

井い 

武
た
け
し 

氏

申
込
期
限　

１
月
27
日（
金
）

※
託
児
室
あ
り
…
要
申
込
１
月
27
日（
金
）ま
で

主
催　
　
　

石
川
県
国
際
交
流
課

　
　
　
　
　

内
灘
町
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

第
10
回
内
灘
町

ス
ピ
ー
チ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

毎
回
、
小
学
生
か
ら
一
般
の
方
ま
で
様
々

な
国
籍
、あ
ら
ゆ
る
年
代
の
参
加
者
が
、多
言

語
で
ス
ピ
ー
チ
さ
れ
ま
す
。と
も
に
多
文
化

の
魅
力
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。皆
さ
ま
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

　

１
月
28
日（
土
）午
後
１
時
〜

場
所　

　

内
灘
町
役
場　

町
民
ホ
ー
ル

主
催　

　

Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
う
ち
な
だ　

　
　
　
　

内
灘
町
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

味
噌
づ
く
り
体
験
参
加
者
募
集

日
時　
　
　

２
月
11
日（
土
・
祝
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

会
場　
　
　

鶴
ヶ
丘
西
公
民
館

※
当
日
は
各
自
９
時
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

参
加
費　
　

２′
０
０
０
円（
５
㎏
分
）

※ 

た
だ
し
追
加
注
文
の
場
合
は
参
加
費
も
そ
の
分
徴
収

致
し
ま
す
。（
例 

10
㎏
の
場
合
４′
０
０
０
円
）

持
ち
物　
　

昼
食
、エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

　
　
　
　

 　
（
桶
は
味
噌
５
㎏
分
だ
け
用
意
致
し
ま
す
）

定
員　
　
　

20
名

申
込
期
限　

２
月
２
日（
木
）

主
催

河
北
郡
市
農
業
振
興
協
議
会
内
灘
町
支
部

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
石
川
か
ほ
く
営
農
販
売
課 

担
当 

渡
辺

☎
２
８
８-

７
５
５
５

（
土
日
祝
日
）０
９
０-

６
２
７
２-

１
０
１
９

内
灘
花
の
会
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
♪

〜
花
が
す
き 

音
楽
が
す
き 

こ
の
町
が
す
き

　
　

そ
ん
な
あ
な
た
に
お
届
け
し
ま
す
♪
〜

日
時　
　

１
月
18
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜

場
所　
　

内
灘
町
役
場　

町
民
ホ
ー
ル

入
場
料　

２
，０
０
０
円（
飲
料
付
）

出
演　
　

喜き

多た

形か
た 

寛ひ
ろ

丈た
け 

氏

　
　
　
　

エ
イ
ミ
ー
カ
ワ
ウ
チ 

氏

　
　
　
　

生い
け

垣が
き 

淑よ
し

子こ 

氏

主
催　
　

内
灘
花
の
会

後
援　
　

内
灘
町
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先

内
灘
花
の
会　

小
泉

☎
２
８
６-

５
１
０
５

第3日曜日は家庭の日
家族と共に過ごし、絆を深めましょう。

Wind of 

Learning

生
涯 

学
習 

情
報

お問い合わせ

教育委員会生涯学習課
TEL  286-6716
働く女性の家
TEL  237-6440

「エコみらい河北」
体験教室等のご案内
（開催日の2日前までに要予約）

ガラスに絵を描こう(サンドブラスト体験教室)
受講料：500円（ガラス製品持参）
1/28（土）・2/19（日）
手作りガラス（とんぼ玉作り）
受講料：1,000円
1/21（土）・2/4（土）・2/25（土）
ガラスモザイクアート（ビンのかけら工作）
受講料：500円
1/14（土）・2/11（土）
オリジナルコップを作ろう（吹きガラス体験教室）
受講料：2,000円
1/22（日）・2/5（日）・2/26（日）
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問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会　

　
　

生
涯
学
習
課

☎
２
８
６-

６
７
１
６

　明けましておめでとうございます、昨年より

もっと良い年になるようお祈り申し上げます。ア

メリカのお正月でもいくつかの行事、習慣があり

ます。例をあげますと、1つは緑黄色野菜または大

豆を食べると幸福とお金が山ほど入ってくると

言われています。２つ目は、家族と一緒に、教会巡

りやカウントダウンに参加する。もうひとつよく

ある行事は新年の約束で、英語で言うと”New 

Year’s Resolution”といいます。それは１年間自分

に約束したことを守るということです。今年、私

は健康を守るという約束をしていますので、走り

続けて、筋トレとスポーツも入れて頑張りたいと

思います。あることわざでHealth is Wealth 「健康

は宝です」とあります。皆様、素晴らしく豊かな

2012年を！

　Happy New Year to everyone, I hope that this 

year is even better than the last for you and 

yours. In America, tradition calls for many things 

at the start of a new year: Some people eat 

green vegetables or black eyed peas to welcome 

in wealth and fortune. Others go to church or 

visit their families and some people go to 

countdowns .  Many  make  a  New Year ’ s 

resolution, a promise to themselves which they 

work at throughout the year. As for my new 

year’s resolution I have decided to get back in 

shape through running, weight training and 

athletics.  “Health is wealth!” I  hope that 

everyone has a healthy and prosperous year in 

2012. 

　

５
回
目
と
な
る
う
ち
っ
こ
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー

ス
で
は
、
携
帯
電
話
の
利
用
に
お
け
る
子
ど

も
た
ち
の
不
安
に
注
目
し
ま
す
。

〈
話
し
合
う
ポ
イ
ン
ト
例
〉

★ 

な
ぜ
携
帯
電
話
を
持
た
せ
た
の
か
き
ち

ん
と
話
そ
う

★ 

分
か
ら
な
い
こ
と
・
心
配
ご
と
は
す
ぐ
に

話
す
よ
う
、子
ど
も
に
伝
え
ま
し
ょ
う

★ 

携
帯
電
話
の
使
用
に
お
け
る
ル
ー
ル
の

確
認
を
し
よ
う

う
ち
っ
こ 

ネ
ッ
ト 

ニ
ュ
ー
ス 

Ｎ
Ｏ
．5

〜
豊
か
な
心
を
育
む
町
民
会
議
〜

ご
家
族
の
み
な
さ
ん
へ

　

携
帯
電
話
は
、
防
犯
に
役
立
つ
面
と

は
裏
腹
に
、
迷
惑
メ
ー
ル
や
個
人
情
報

が
漏
れ
る
不
安
も
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。何
も
考
え
ず
使
用
さ
せ
る

と
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
妨
げ

る
危
険
性
が
大
い
に
あ
る
こ
と
を
ぜ

ひ
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。な
ぜ
持

た
せ
た
か
、
使
用
の
注
意
や
ル
ー
ル
を

家
庭
で
話
し
合
い
、
親
子
で
共
通
の
認

識
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

問い合わせ先
教育委員会　生涯学習課
国際交流員
グリーン・ジェームズ・フレドリック
TEL  286-6716

James's

Global Talk CornerWhat's Up?

ジェームズ

の

グローバル
トーク・コーナー

James
What's
Up?

小中学校の携帯電話利用状況に関する調査（2009．7）　調査対象：小学生（4～6年）・中学生とその保護者
※複数回答の設問のため、各項目の回答数の割合は、合計すると100％を超えます。

携帯電話を持たせた理由（保護者・男女比） （単位：％）携帯電話で心配なこと （単位：％）

小学生の保護者 中学生の保護者

男性 女性 男性 女性

いつでも連絡がとれるから  63.2 61.0  69.6 65.1

持たせていると安心できるから  52.6 39.0  28.3 21.4

塾や習い事を始めさせたから  15.8 45.8  13.0 22.2

子どもにせがまれるから   5.3  6.8  23.9 28.6

友達付き合いに必要だから   5.3   3.4  15.2 20.6

進学や進級のお祝い   5.3   0.0   2.2   7.9

その他  21.1 15.3  19.6   9.7

持っている小学生 持っている中学生

男子 女子 男子 女子
特にない  68.8 64.7  44.8 22.4
勉強の邪魔になる  38.9 52.3   5.2 24.3
迷惑メールが送られてくる  15.6 20.6  25.9 50.0
利用料金  15.6 13.2  31.0 49.3
嫌がらせをされる   7.7   6.9   3.4   9.2
個人情報が漏れる   6.3   2.9  12.1 25.7
メールが気になる   6.3   2.9  15.5 17.8
やりとりに負担を感じる   1.5   3.1   3.4   9.2
トラブルに巻き込まれる   0.0   2.9   8.6 23.0
直接触れ合う経験が不足する   1.5   0.0   3.4   5.3
就寝時間が遅くなる   0.0   0.0  12.1 19.1
その他   0.0   0.0   0.0   7.0
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今月の
催し

お父さんの子育て講座『もちつき』
1月15日（日）10：30～12：00
定員に達しましたので受付終了しています。

2月の
催し

豆まき大会
2月3日（金）10：00～11：00

要予約
50人

（予約受付1/20～）

子どもの心を理解し、話の通じ合う、温かな親子関係を築く
ことを目的としたセミナーです。

親業セミナー（全4回）
2月7日（火）・14日（火）・21日（火）・28日（火）10：00～11：30

要予約
20人･託児あり
（予約受付1/17～）

1・2月の行事予定
おいでおいで
（第1・3金曜日10:30～10:45、14:30～14:45）
歌・手遊び・体操など 1月20日（午前お休み）、2月3日

てるてるぼーずの会（月曜日 10:30～）
わらべ歌　1月16日・23日・30日、2月6日

パンダクラブ
（あお・き・ピンク）
お誕生会・リズム遊びなど
1月11日（水）、2月1日（水）
 10：00～　あお・きいろパンダ
1月25日（水） 10：00～　ピンクパンダ
あおパンダ（H20.4～H21.3生）
きパンダ（H21.4～H22.3生）
ピンクパンダ（H22.4～H23.3生） 

子育てホットカフェ
（毎週火曜日10:00～12:00、14:00～16:00）
珈琲を飲みながらリラックスタイム

ひよこっこサークル（隔月開催）※要予約
離乳食教室（5～6ヶ月児対象）
 2月22日（水）13：00～
※保健センター・カンガルームで要予約 

すくすくタイム（隔月開催）
育児相談 1月12日（木）10：00～

うさこちゃんルーム
絵本の読み聞かせ、わらべ歌など

ブックスタート「ほほほほん」
絵本の引換えを行います。
1月19日（木）・26日（木）、2月9日（木）10：30～

診療時間
午前 9 時～午後 5 時 30 分

当 番 医
休日

1月

2月

8
（日）

角田医院 (内・小)
かほく市高松ナ15-1 ☎281-0012
土島整形外科医院
河北郡内灘町旭ケ丘148 ☎238-4858

9
（月・祝）

なかお医院 (内)
かほく市七窪ハ17-6 ☎283-6655
田中医院 (耳咽)
河北郡内灘町字向陽台2丁目224 ☎237-6923

15
（日）

金原皮膚科医院
河北郡内灘町アカシア1丁目48 ☎237-7950
一林医院 (内・小)
河北郡津幡町字庄ウ３ ☎289-2002

5
（日）

木島脳神経外科クリニック
河北郡津幡町北中条2丁目33番地 ☎289-7430
保志場医院 (産婦・内・小)
かほく市高松ノ90甲2 ☎281-0069

11
（土・祝）

河北中央病院 (内)
河北郡津幡町字津幡ロ51-2 ☎289-2117
村田医院 (内・小)
河北郡内灘町鶴ヶ丘2丁目8 ☎286-0300

12
（日）

さいとうクリニック (皮・形外)
河北郡津幡町潟端371-1 ☎288-4540
紺井医院 (内・小)
河北郡内灘町字緑台1-7 ☎238-1277

22
（日）

秋山クリニック (胃・内・肛門)
河北郡内灘町ハマナス1-8-1 ☎286-8843
おおたクリニック (内・小)
河北郡津幡町字太田は112 ☎288-6000

29
（日）

いこま眼科医院
河北郡津幡町字津幡ニ522 ☎289-4175
茶谷医院 (内・小)
河北郡内灘町字西荒屋52 ☎286-8478

19
（日）

上島クリニック (婦・産・内)
津幡町清水ア25 ☎289-2233
久保医院（内・小）
かほく市宇野気ヌ167 ☎283-0017

26
（日）

かねだ医院（内・神経内）
かほく市高松ヲ2-6 ☎281-1164
政岡医院
内灘町鶴ヶ丘4丁目1－265 ☎286-1766

問い合わせ先　河北郡市医師会　☎２８１ - ７２７０

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

Kangaroom
Uchinada

内

カ
ン
ガ
ル
ー
ム

お
知
ら
せ

da

カ
ン
ガ
ル
ー
ム

カ
ン
ガ
ル
ー
ム

お問い合わせ・予約

カンガルーム内灘
TEL&FAX  238-3233

住　　所●内灘町字向陽台1-97
開館時間●月～土曜日  第1・第3日曜日
　　　　　9時～17時
休 館 日●第2、第4、第5日曜日・祝日

◎施設管理日として毎月第4木曜日の
　午後を閉館します。
◎毎月第1・3日曜日は開館します。
　（1月15日、2月5日）
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★ 「
プ
ラ
ッ
ツ　

ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

バ
ス
ツ
ア
ー
」　

ま
だ
空
き
が
あ
り
ま
す
。

日　

時
： 

１
月
22
日（
日
）日
帰
り
ス
キ
ー
＆

 

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
バ
ス
ツ
ア
ー

 

午
前
６
時
に
役
場
庁
舎
前
出
発 

 
 （

５
時
50
分
集
合
）　

午
後
６
時
帰

着（
予
定
）

場　

所
： 

新
潟
県
妙
高
杉
ノ
原
ス
キ
ー
場

対　

象
： 

小
学
生
以
上
〜
一
般（
定
員
40
名
）

　
　
　
　

但
し
、小
学
生
の
参
加
は
親
子
同
伴

参
加
費
： 

会
員
１′
５
０
０
円（
大
人
も
小
人
も
）

　
　
　
　

非
会
員
２′
５
０
０
円（
大
人
も
小
人
も
）

　
　
　
　

 

但
し
、
昼
食
代
、
リ
フ
ト
代
、
ス

キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
レ
ン
タ
ル

代
等
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

 
 

レ
ン
タ
ル
の
方
は
靴
の
サ
イ
ズ
を

お
知
ら
く
だ
さ
い
。

内　

容
：  

フ
リ
ー
タ
イ
ム
（
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
ス
ク
ー
ル
参
加
ご
希
望
の
方
は
手

配
し
ま
す
）　

主　

催
： 

プ
ラ
ッ
ツ
う
ち
な
だ　
　

申
込
〆
切
： 

１
月
13
日（
金
）ま
で
に
参
加
費

を
添
え
て
プ
ラ
ッ
ツ
窓
口
へ

ス
タ
ジ
オ
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

（
総
合
体
育
館
ス
タ
ジ
オ
）　

★ 「
ピ
ラ
テ
ィ
ス（
昼
）」1
／
31（
火
）〜
3
／

27（
火
）13
：
30
〜
14
：
15　

全
６
回
コ
ー
ス

講　

師
： 

厚あ
つ

見み　

直な
お

美み

先
生　

受
講
料
：  

２′
７
０
０
円（
途
中
か
ら
の
参
加
は
１

回
５
０
０
円
×
残
回
数
）

託　

児
： 

１
回
２
０
０
円（
７
名
ま
で
先
着
順
）

１
月
・
２
月
の
会
員
特
典

　

プ
ー
ル
は
第
１
・
３
日
曜
日
に
会
員
は
利
用
料
が
無

料
で
す
。

　

天
然
温
泉「
湯
来
楽
」内
灘
店
に
て
、大
人
５
６
０
円

子
ど
も
２
４
０
円
に
て
入
館
で
き
ま
す
。会
員
証
本
人

を
含
め
同
伴
者
４
名
ま
で
有
効
。い
ず
れ
も
受
付
で
必

ず
会
員
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

初
め
て
参
加
の
方
、
今
回
プ
ラ
ッ
ツ
登
録
料
は
い
た

だ
き
ま
せ
ん
。

※
お
申
込
み
は
、プ
ラ
ッ
ツ
窓
口
ま
で
来
館
く
だ
さ
い
。

プール無料
（第１・3日曜）

1/15・2/5・2/19
10:00～18:00

屋内温水
プール

体育館開放
（第2日曜）

１月なし・2/12
13:00～16:00

向粟崎
体育館

体育館開放
（第4日曜）

1/22・2/26
13:00～16:00

勤労者体育
センター

太極拳
1/17・2/14
（原則第２火曜）
13:30～15:00

向粟崎
体育館

▼ 体育館は滑ると危ないので、必ず
上履きをご用意ください。

冬
場
に
体
を
動
か
し
て
み
た
い
方
、
プ
ラ
ッ

ツ
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

百
人
一
首 

● 

オ
セ
ロ
ゲ
ー
ム 

● 

掃
除
機 

● 

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン 

● 

大
人
用
自
転
車 

● 

大
根
布
小
学
校
男
子
制
服
上
着
・
半
ズ
ボ
ン

（
１
５
0
〜
１
６
0
㎝
、
夏
・
冬
） 

● 

女
児
服

（
１
２
０
㎝
） 

● 

ガ
ラ
ス
戸
付
収
納
棚 

● 

カ

ラ
オ
ケ
機
器 

● 

ス
ク
ー
タ
ー 

● 

ソ
フ
ァ 

● 

F
A
X
（
電
話
兼
用
の
も
の
） 

● 

三
輪
車 

●

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
児
童
用
、
ベ
ビ
ー
用
） 

● 

鶴
ヶ
丘
小
学
校
男
子
制
服
上
着
・
半
ズ
ボ

ン
（
１
５
0
〜
１
６
0
㎝
） 

● 

毛
糸 

● 

タ
オ

ル 

● 

バ
ス
タ
オ
ル

● 

男
児
服
（
１
６
０
㎝
） 

● 

木
製
2
段

ベ
ッ
ド 

● 

内
灘
中
学
校
男
子
制
服
上
着

（
１
６
５
Ａ
） 

● 

子
供
用
ス
キ
ー
板
・
靴 

● 

子
供
用
自
転
車
（
16
イ
ン
チ
） 

● 

エ

ア
ロ
バ
イ
ク 

● 

空
手
の
胴
当
て
（
SS
サ

イ
ズ
） 

● 

小
学
生
用
女
児
自
転
車 

● 

幼

児
用
自
転
車 

● 

全
自
動
洗
濯
機 

● 

収

納
棚 

● 

天
ぷ
ら
鍋
（
電
気
式
） 

● 

は
ぎ

れ 

● 

電
動
ミ
シ
ン 

● 

ぬ
い
ぐ
る
み

（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
） 

● 

顕
微
鏡 

● 

足
湯

バ
ケ
ツ 

● 

辰
巳
ヶ
丘
高
校
男
子
制
服 

● 

県
立
工
業
高
校
男
子
制
服 

● 

C
D
・

D
V
D
・
F
D
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス

登
録
で
き
る
品
物

家
具
、
電
気
製
品
、
乗
り
物
、
日
用
雑
貨
、

音
楽
用
品
、
ベ
ビ
ー
用
品
、
制
服
（
町
内
小

中
学
校
）

※ 

無
料
で
の
提
供
の
み
お
取
扱
い
し
ま
す
。

内
灘
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
登
録
情
報（
ゆ
ず
り
ま

す
）に
写
真（
２
枚
ま
で
）を
添
付
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

譲
っ
て
下
さ
い （
希
望
品
）

譲
り
ま
す

リサイクルの流れ

ホームページ  http://www3.town.uchinada.lg.jp/osirase/sittoku/index.htm不用品リサイクル登録情報

スポーツクラブ
プラッツうちなだ事務局
TEL&FAX  286-1231
E-MAIL   info@platz-u.jp
http://platz-u.jp

スポーツクラブ
プラッツうちなだ事務局
TEL&FAX  286-1231
E-MAIL   info@platz-u.jp
http://platz-u.jp

お問い合わせ

Platz

Welcome

内灘町総合体育館内
月～金　10時～22時　
土　　　13時～22時
日　　　12時～18時

スポーツクラブ
プラッツうちなだ事務局
TEL&FAX  286-1231
E-MAIL   info@platz-uchi.jp
http://platz-uchi.jp

Recycle情
報 Information

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル

お問い合わせ・登録

町民福祉部 
環境政策課
TEL  286-6712
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■   

１
月
17
日
は

　
　
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」

　

１
月
15
日
〜
21
日
は

　
　
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」

　

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
は
、
平
成
７

年
１
月
17
日
に
発
生
し
た「
阪
神
・
淡
路
大
震

災
」
に
お
い
て
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
き
っ
か
け
と
な
り
定
め
ら
れ
ま
し

た
。ま
た
、
１
月
15
日
か
ら
１
月
21
日
は
「
防

災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
で
も
、
被
災
し
た
方
々
の
支
援
を
す
る
た

め
現
在
も
多
く
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
ま
す
。地
震
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
行
動
や
緊
急
時
の
持
ち
物
等
を
再
確

認
す
る
と
共
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に

積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。 

■   

消
防
水
利
の
除
雪
に

　

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　

１
月
に
な
り
本
格
的
に
寒
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。冬
季
期
間
は
降
雪
に
よ
り
、路
面
上
の

消
火
栓
が
雪
で
隠
れ
て
し
ま
い
、
迅
速
な
消

火
活
動
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。消
防
署
で
は
巡
回
に
よ
り
除
雪
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
降
雪
直
後
な
ど
は
除
雪

が
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

自
宅
付
近
の
消
火
栓
の
除
雪
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

火

災を早期に発見！

住宅用火災警報器

■  

文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
い

　
小
濱
神
社
で
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
を
実
施

　

文
化
財
防
火
デ
ー
は
貴
重
な
文
化
財
を
火

災
な
ど
の
災
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
目
的

に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、１
月

21
日（
土
）に
内
灘
町
指
定
文
化
財
で
あ
る
小

濱
神
社
に
お
い
て
、
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

　

訓
練
で
は
、
神
社
関
係
者
の
方
々
が
重
要

物
を
素
早
く
安
全
な
場
所
へ
運
び
出
す
、
ま

た
、
消
防
署
及
び
第
二
分
団
か
ら
も
消
防
車

両
が
出
動
し
、
神
社
関
係
者
と
消
防
が
一
体

と
な
り
訓
練
を
行
い
ま
す
。

  

■  

消
防
職
員
意
見
発
表
会

　

見
事『
優
秀
賞
』を
受
賞
！

　

平
成
23
年
11
月
30
日（
水
）に
第
30
回
消
防

職
員
意
見
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の

意
見
発
表
会
は
、
石
川
県
内
11
消
防
本
部

（
局
）
か
ら
選
抜
さ
れ
た
消
防
職
員
が
、
業
務

に
対
す
る
提
言
や
取
り
組
む
べ
き
課
題
等
に

つ
い
て
発
表
し
、
消
防
業
務
の
諸
問
題
に
関

す
る
一
層
の
知
識
の
研
さ
ん
や
意
識
の
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
灘
町
消
防
本
部
か
ら
は
、
若わ
か

狭さ

準は
や

人と

消

防
士
が
出
場
し
「
音
な
き
声
に
応
え
る
」
と
題

し
て
、消
防
業
務
で
聴
覚
障
が
い
者
宅
を
訪
れ

た
際
、
手
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

難
し
さ
な
ど
の
実
体
験
を
発
表
し
、消
防
業
務

に
手
話
通
訳
の
必
要
性
を
提
案
し
ま
し
た
。意

見
発
表
会
で
は
、見
事「
優
秀
賞
」を
受
賞
し
、

平
成
24
年
４
月
に
京
都
市
で
開
催
さ
れ
る
全

国
消
防
長
会
東
近
畿
支
部
消
防
職
員
意
見
発

表
会
の
石
川
県
代
表
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

消防水利

News
Fire  Department

だ
よ
り

お問い合わせ

内灘町消防本部
TEL  286-3301
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新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

今
日
か
ら
即
使
え
る
知
ら
な
い
と
恥
を
か
く

必
須
ビ
ジ
ネ
ス
書
１
０
１
冊 

中
野　
　

明

幸
せ
の
絵
本 

家
族
の
絆
編 

金
柿　

秀
幸

「
が
ん
ば
ら
な
い
」を
生
き
る 

鎌
田　
　

実

就
活
生
の
親
が
今
、知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と

 

麓　
　

幸
子

「
人
と
上
手
に
つ
き
合
え
る
子
ど
も
」に
育
て

る
36
の
処
方
箋 

 

榎
本　

博
明

老
い
を
遅
ら
せ
る
薬 

石
浦　

章
一

セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
の
子
守
歌 

真
並　

恭
介

働
く
女
性
の
ス
タ
イ
ル
ア
ッ
プ
・
レ
ッ
ス
ン

 

政
近　

準
子

１
食
１
０
０
円「
病
気
に
な
ら
な
い
」食
事
実

践
レ
シ
ピ 

幕
内　

秀
夫

心
も
整
う
「
捨
て
る
」
ル
ー
ル
と
「
し
ま
う
」

ル
ー
ル 

中
山
真
由
美

ふ
く
し
ま
の
子
ど
も
た
ち
が
描
く
あ
の
と

き
、き
ょ
う
、み
ら
い 

蟹
江　
　

杏

知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
入
門 

 

西
本　

智
実

ス
ウ
ィ
ー
ト
・
ヒ
ア
ア
フ
タ
ー　

 

 

よ
し
も
と
ば
な
な

「
い
つ
死
ん
で
も
い
い
」老
い
方 

 

外
山
滋
比
古

老
年
の
流
儀 
三
浦　

朱
門

 

１
月
の
特
設
展
示

『 

２
０
１
２
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
平
清
盛
」に
関
す
る
本
』

　

12
月
に
引
き
続
き
、「
平
清
盛
」に
ま
つ
わ

る
本
の
数
々
を
展
示
し
ま
す
。

『
新
成
人
に
オ
ス
ス
メ
す
る
本
』

　

12
月
に
引
き
続
き
、
読
書
推
進
運
動
協
議

会
が
推
薦
す
る
『
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す

す
め
』か
ら
、約
40
冊
の
推
薦
本
を
特
設
展
示

し
ま
す
。

『
ゆ
き
の
え
ほ
ん
』

　

寒
い
冬
。し
ん
し
ん
と
降
る
雪
は
大
人
に

と
っ
て
は
嫌
な
も
の
で
も
、
子
ど
も
に
と
っ

て
は
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
。そ
ん
な
気
持
ち

が
た
く
さ
ん
絵
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。今
月

は「
ゆ
き
」に
関
す
る
絵
本
を
特
集
し
ま
す
。

う
き
う
き
お
は
な
し
会

　

毎
月
、
第
４
金
曜
日
に
お
は
な
し
会
を
し

て
い
ま
す
。絵
本
や
紙
芝
居･

手
遊
び
等
を
、

親
子
で
聞
き
に
き
ま
せ
ん
か
？

日
時　
　

１
月
27
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
４
時
30
分
〜
５
時

場
所　
　

絵
本
の
お
へ
や『
キ
ッ
ズ
ー
ナ
』

対
象　
　

幼
児
・
園
児

が
ら
が
ら
ど
ん
お
は
な
し
会

　

毎
月
、
第
３
土
曜
日
に
お
は
な
し
会
を
し

て
い
ま
す
。絵
本
や
紙
芝
居
を
、親
子
で
聞
き

に
き
ま
せ
ん
か
？

日
時　
　

１
月
21
日（
土
）午
前
10
時
30
分
〜

場
所　
　

絵
本
の
お
へ
や『
キ
ッ
ズ
ー
ナ
』

対
象　
　

幼
児
〜
小
学
校
低
学
年

休
館
日
に
つ
い
て

　

蔵
書
点
検
の
た
め
、
次
の
期
間
図
書
館
は

休
館
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

休
館
日　

１
月
30
日（
月
）〜
２
月
３
日（
金
）

※ 

な
お
、
１
月
17
日（
火
）か
ら
29
日（
日
）ま
で
貸
出
冊

数
の
制
限
を
し
ま
せ
ん
の
で
、
読
め
る
範
囲
で
お
一

人
何
冊
で
も
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
月
の
オ
ス
ス
メ
本　
『
希
望
の
木
』 

新
井　

満（
著
）　
（
大
和
出
版 

刊
）

　

東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
に
耐
え
、岩
手
県
陸
前
高

田
市
に
あ
る
高
田
松
原
七
万
本
の
中
で
た
っ
た
一
本

残
っ
た「
奇
跡
の
一
本
松
」。失
意
の
底
か
ら
の
希
望
と

再
生
、い
の
ち
の
絆
、家
族
愛
を
紡
い
だ
写
真
詩
集
。

内灘町立図書館
モバイルページ

携帯からも
蔵書検索可
能です

１
月
の
は
ま
な
す
大
学（
第
12
回
）

日
時　

１
月
20
日（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

会
場　

 

内
灘
町
文
化
会
館 

３
階 

視
聴

覚
室

演
題　
「
薬
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
情
報
」

講
師　

金
沢
学
院
大
学　

薬
学
部

　
　
　

教
授　

大お
お

嶋し
ま　

耐た
え

之ゆ
き　

氏

問
い
合
わ
せ
先

文
化
会
館　

☎
２
８
６-

１
１
２
３

は
ま
な
す
大
学

情
報

Library
Information

お問い合わせ・予約

内灘町立図書館
TEL  286-1930
FAX  286-1931
図書館に対するご意見
ご感想をお寄せください。
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常設リサイクルステーションのご案内
ごみ搬出量 新聞・雑誌・ダンボールなどの持込収集

日時　通年（年末年始除く）午前9時～午後9時　　場所　役場1階　西駐車場　
回収品目　町会リサイクル回収品目全般、古紙類、綿製品（綿50％以上）、陶磁器類（未使用のみ）

時間 午前7時30分～9時（時間厳守・雨天決行） 

1/18（水）
2/15（水）

●向粟崎保育所　●白帆台保育園
●北部保育所　　●宮坂学童保育クラブ

1/19（木）
2/16（木）

●向陽台保育園　●鶴ヶ丘保育所
●千鳥台幼稚舎

1/20（金）
2/17（金） ●鶴ケ丘東保育所　●大根布保育園

平成23年11月分 （　）は対前月比

ごみ収集カレンダー ※ 粗大ごみを出す際の申し込み先
　 戸別収集受付センター　☎0120-538-557　収集日の一週間前までにお申し込み下さい。

※1 祝日、振替休日も収集します。ただし、5月3日～5月5日、12月31日～1月3日のゴミ収集は休みです。
※2 新聞・雑誌・ダンボールなどの古紙類の戸別収集は1月・2月は休止いたします。
※3 もえないごみに傘を出す時は、生地と骨を分別し、生地はもえるごみに出してください。

収集地区 もえる
ごみ

1月 2月
もえない
ごみ

粗大
ごみ

雑誌・
雑がみ

ダン
ボール 新聞 資源物 もえない

ごみ
粗大
ごみ

雑誌・
雑がみ

ダン
ボール 新聞 資源物

向粟崎
1･3･4丁目

毎週
火・金

11 16

休

17 8 13

休

14

旭ケ丘 11 16 17 8 13 14

千鳥台 11 16 17 8 13 14

緑台 11 16 17 8 13 14
向粟崎
2･5丁目

毎週
月・木

13 17 19 10 14 16

向陽台 13 17 19 10 14 16

アカシア 13 17 19 10 14 16
鶴ケ丘
1･2･3丁目 6 10 20 3 7 17

鶴ケ丘4丁目 13 17 27 10 14 24

鶴ケ丘5丁目 6 10 26 3 7 23

大清台 6 10 26 3 7 23

ハマナス 6 10 22 3 7 19

大学1丁目 6 10 24 3 7 21

大学2丁目

毎週
火・金

4 9 24 1 6 21

大根布 4 9 24 1 6 21

宮坂 4 9 24 1 6 21

白帆台 4 9 24 1 6 21

西荒屋 4 9 24 1 6 21

室 4 9 24 1 6 21

湖西 4 9 24 1 6 21

19:00～20：00

18：00～19：00

19:00～20：00

19:00～20：00

19:00～20：00

19:30～20：30

19:00～20：00

6：30～7：30

6：30～7：30

18：50～19：40

19:00～20：00

8：00～8：30

8：00～9：00

19:00～20：00

18：30～19：30

19:00～20：00

19:00～20：00

18：00～19：00

18：30～19：30

11：30～12：00及び
18:30～19:30

19:00～20：00

18：00～19：00

19:00～20：00

19:00～20：00

19:00～20：00

19:30～20：30

19:00～20：00

6：30～7：30

6：30～7：30

18：50～19：40

19:00～20：00

8：00～8：30

8：00～9：00

19:00～20：00

18：30～19：30

19:00～20：00

19:00～20：00

18：00～19：00

18：30～19：30

11：30～12：00及び
18:30～19:30

平成23年A 平成22年B 差引C（A-B） 増減率（C/B）

もえるごみ 533.51t (8.55t) 550.62t (24.27t) △ 17.11t △ 3.11％

もえないごみ 19.78t (△ 3.23t) 21.13t (1.81t) △ 1.35t △ 6.39％

粗大ごみ 16.01t (△ 4.04t) 12.79t (△ 2.46t) 3.22t 25.18％

計 569.30t (1.28t) 584.54t (23.62t) △ 15.24t △ 2.61％

町民1人当り（㎏） 21.16t (0.05t) 21.77t (0.86t) △ 0.61t △ 2.80％

容器•資源 30.14t (△ 6.08t) 37.82t (4.26t) △ 7.68t △ 20.31％

※2 ※2 ※2※2 ※2 ※2

※1

※1

※2 ※2

※1

※3 ※3

広告

☎ 286-0345遊子苑うちなだ

☎ 239-3390
 

☎ 286-9008グループホーム白帆台

☎ 238-1152
グループホーム

　空室情報内灘町のグループホーム　空室情報
検　索内灘グループホーム協議会

☎ 239-0887グループホーム 華

☎ 237-8900イエローガーデン

エコみらい河北での
古着・古紙類の
無料回収について
1月・2月の冬季間は休止します
ので、ご協力をお願いします

Garbage

Collection

収
集

ご
み

お問い合わせ

町民福祉部
環境政策課
TEL  286-6712

問い合わせ先
河北郡市広域事務組合
「エコみらい河北」
☎ 288-4545
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総
額
９
５
４
，
０
０
０
円
の
ふ
る

さ
と
寄
附
金
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。こ
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

自
治
体
に
寄
附
金
の
形
で
応
援
し

て
い
た
だ
く
と
、
住
民
税
や
所
得

税
の
申
告
の
際
、
寄
附
金
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
寄
附
金
を
寄
附
者
が

希
望
さ
れ
る
事
業
や
自
然
環
境
保

全
、学
習
環
境
づ
く
り
、生
活
環
境

基
盤
づ
く
り
、
社
会
福
祉
に
関
す

る
事
業
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。ま
た
、寄
附
金
額
に
よ

り
町
特
産
品
の
贈
呈
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。詳
し
く
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課　

☎
２
８
６-

６
７
２
３

東
日
本
大
震
災
義
援
金

●
吉
本　
　

守

●
横
山　

久
和

●
ほ
の
ぼ
の
湯

●
内
灘
町
役
場
募
金
箱

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

内
灘
町
社
会
福
祉
協
議
会

ふ
る
さ
と
寄
附
金

●
中
谷　

文
治（
新
潟
県
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
ふ
る
さ
と
寄
附
金
◆

　

平
成
23
年
度
（
11
月
末
時
点
）
に

は
、町
内
外
の
25
名
の
方
々
よ
り
、

（
敬
称
略
）

プライバシー保護のため、当町に
住所を有する方で、本人またはご
家族の申し出のあった方のみ掲載
しています。

Census
Registration

平成23年12月2日届出まで

高た
か

橋は
し　

乃の

愛あ

裕
也
・
千
尋

大
根
布
１

山や
ま

崎ざ
き　

璃り

空く

真
也
・
み
ち
る

鶴
ケ
丘
２

松ま
つ

本も
と　

菜な

愛な

大
・
久
美
子

鶴
ケ
丘
１

村
に
し
む
ら　

心し
ん

一い
ち

邦
雄
・
美
和

鶴
ケ
丘
２

飯い
い

村む
ら　

美み

帆ほ

太
造
・
友
子

鶴
ケ
丘
１

茶ち
ゃ

倉く
ら　

誠
ま
こ
と

安
志
・
亜
有
美

白
帆
台
１

杉す
ぎ

山や
ま　

斗と

一い
ち

文
人
・
真
由
美

向
陽
台
２

恩お
ん

道ど
う　

映え
い

斗と

哲
明
・
瑞
江

大
根
布
６

濵は
ま

田だ　

大た
い

樹き

寛
男
・
由
梨
香

白
帆
台
１

う
ま
れ
た
よ

髙た
か

田た　

徹
と
お
る

大
根
布
２

近ち
か

岡お
か　

真ま

由ゆ

美み

大
清
台

小こ

西に
し　

健け
ん

太た

向
粟
崎
１

福ふ
く

野の　

由ゆ

佳か
結
婚
し
ま
し
た

お
く
や
み

山や
ま

本も
と　

ソそ

メめ

子こ

大
根
布
１

88
歳

髙た
か

橋は
し　

曽そ

登と

子こ

向
粟
崎
５

86
歳

山や
ま

﨑ざ
き　

花は
な

枝え

鶴
ケ
丘
１

98
歳

山や
ま

岡お
か　

清
き
よ
し

鶴
ケ
丘
４

84
歳

横よ
こ

谷た
に　

栄え
い

作さ
く

宮
坂

83
歳

本も
と　

廣ひ
ろ

子こ

室

87
歳

平ひ
ら

体た
い　

弘
と
し
ひ
ろ

鶴
ケ
丘
４

70
歳

西に
し

田だ　

田た

鶴ず

子こ

宮
坂

88
歳

橋は
し

本も
と　

数か
ず

枝え

向
陽
台
１

95
歳

星ほ
し

野の　

武
た
け
し

向
陽
台
２

79
歳

善
意
の
花

放射線量測定結果
測定場所

測定日

役場前
広場

内灘中
グラウンド

向粟崎小
グラウンド

清湖小
グラウンド

鶴ヶ丘小
グラウンド

大根布小
グラウンド

西荒屋小
グラウンド

11月30日 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.08 0.07

12月 7日 0.08 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07

12月14日 0.07 0.07 0.07 0.07 0.08 0.08 0.07

12月21日 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07

※測定結果は健康に影響を与える数値ではありません。
問い合わせ先　総務部 総務課 

（単位：マイクロシーベルト／時間）

日 曜日 主な行事やお知らせの内容

6 金
7 土

8 日 成人式（10：00、文化会館）
内灘町新春凧揚げ大会（10：00、内灘海水浴場）

9 月

10 火
３才児健診（12：45、保健センター）
ほのぼの湯・サイクリングターミナル・野球場・総合公園
テニスコート休館

11 水
12 木 すくすくタイム（10：00、カンガルーム）

13 金
14 土 ジェームズのStory Time（15：00、図書館（キッズーナ））

15 日 内灘町制施行50周年記念式典（13：30、文化会館）

16 月 BCG接種（13：00、保健センター）

17 火
１才６か月児健診（13：00、保健センター）
「VERBALIZE」英会話教室 入門（19：00、文化会館2階会議室）
「VERBALIZE」英会話教室 初級（20：00、文化会館2階会議室）

18 水 言語リハビリテーション講習会（13：30、福祉センターリ
ハビリ室※要申込）

19 木 生活就労出前相談（9：30、役場１階相談室）
ベビーマッサージクラス（10：00、保健センター※要予約）

20 金

５才児健診＜向粟崎保育所＞（12：45、保健センター）
人権・行政・福祉相談（心配ごとなんでも）（13：00、働く女性の家）
はまなす大学（13：30、文化会館３階視聴覚室）
「VERBALIZE」英会話教室 中級（19：30、文化会館2階会議室）

21 土 がらがらどんおはなし会（10：30、図書館（キッズーナ））

22 日 レッツ！プレママ・プレパパクラス（10：00、保健センター）

23 月 健康相談会（15：00、保健センター）

24 火 ４か月児健診（13：00、保健センター）
循環型農業に関するセミナー（14：00、役場301会議室※要申込）

25 水 献血（9：00、役場）

26 木 無料法律相談（13：30、内灘町社会福祉協議会※要予約）

27 金 うきうきおはなし会（16：30、図書館（キッズーナ））

28 土 内灘町スピーチフェスティバル（13：00、役場町民ホール）

29 日

30 月 まちづくり町長談話室（13：00、役場１階ロビー）
図書館休館（蔵書点検）～2月3日まで

31 火 「VERBALIZE」英会話教室 入門（19：00、文化会館2階会議室）「VERBALIZE」英会話教室 初級（20：00、文化会館2階会議室）
2/1 水

2 木

3 金 豆まき大会（10：00、カンガルーム※要申込）
５才児健診＜向陽台保育園＞（12：45、保健センター）

4 土

5 日
レッツ！プレママ・プレパパクラス（10：00、保健センター）
言葉の壁を超えるコミュニケーション
「やさしい日本語」から始まるコミュニティづくり
（13：30、役場町民ホール）

1月の行事カレンダー
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http://www.town.uchinada.lg.jp/　

リサイクルペーパーを使用しています。

〒 920-0292 石川県河北郡内灘町字大学1丁目2番地1
TEL （076） 286-1111 / FAX （076） 286-0617
Eメール uchinada@town.uchinada.ishikawa.jp

● 広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　TEL （076） 286-6753
● 最新情報満載の内灘町のホームページをどうぞ御活用ください。

1部あたりの単価は48.14円です。

窓口を延長しています。
内灘町役場
開庁時間のお知らせ

月～金曜日
（祝日、年末年始除く）

午前8時30分～
午後5時15分
延長窓口（町民生活課）
午後5時30分～7時
（住民票、戸籍、印鑑証明書発行、
印鑑登録）

お気軽にお越しください。
まちづくり
町長談話室のご案内

内灘町の人口

平成23年11月末 前月比 前年同月比

合　計 26,900人 △7 53
男　性 13,050人 △13 31
女　性 13,850人 6 22
世帯数 10,165世帯 1 78

〈11月中〉

出生／  22人
死亡／  12人
転入／  50人
転出／  67人

※上記は住民基本台帳人口です。（外国人登録人口191人）

FMかほく
災 害 時 各 種 情 報

78.7MHz

うちなだ潮騒だより
毎日2回放送
AM 8:25～8:29  PM 5:55～5:59

風案内はまなすさん 
毎週金曜日 AM11:00～11:30
再放送・翌日曜日 PM1:30～
　　　・翌週月曜日 AM7:30～

サンセットクルージング
（役場インタビュー）

毎週金曜日  PM 4:49～
※多少前後します

町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
た
内
灘
町

の
今
後
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

　

海
浜
道
路
を
利
用
す
る
人
、
今
後

開
通
す
る
北
陸
新
幹
線
を
利
用
す
る

人
な
ど
が
内
灘
町
に
足
を
と
め
て
も

ら
え
る
よ
う
に
活
性
化
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
内
灘
町
と
い
え
ば

こ
れ
！
と
い
え
る
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

よ
う
な
も
の
や
施
設
が
で
き
れ
ば
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

仕
事
は
建
設
業
で
一
般
建

築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
取

扱
っ
て
い
ま
す
。最
近
は
大
手

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
も
内
灘
に

進
出
し
て
き
て
い
ま
す
が
、内

灘
の
人
と
内
灘
の
仕
事
を
し

た
い
と
い
う
思
い
が
強
い
の

で
、若
い
世
代
の
力
で
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。小
さ

い
な
が
ら
も
内
灘
に
根
付
い

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

休
み
の
日
は
ゴ
ル
フ
に
行
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。個
人
の
競
技
で
す
が
、一
緒

に
回
る
相
手
の
事
を
考
え
た
り
、礼
儀

や
マ
ナ
ー
の
勉
強
に
も
な
り
ま
す
。昔

と
違
っ
て
手
が
届
く
趣
味
に
な
っ
た
の

で
、先
輩
後
輩
仲
の
良
い
連
中
で
楽
し

ん
で
い
ま
す
。内
灘
の
好
き
な
と
こ
ろ

は
年
齢
に
関
係
な
く
仲
良
く
で
き
る

と
こ
ろ
で
す
ね
。

毎
回
出
場
者
に
次
回
出
場
者
を
リ
レ
ー
方
式
で
紹
介

    しも       むら　　じゅん     ぺい

　　　　　　　　　             き           た　　     けん

今月は下村 純平さんから
紹介のあった喜多 建さん
に登場していただきます

   

き　

     

た  　
　

    

け
ん 

来月号からは町制施行50

周年を迎えた内灘町と同

級生、50歳のみなさんに

登場していただきます。

　
　
　

    

今
月

 

千
鳥
台  

喜
多  

建
さ
ん

前
回下

村  

純
平
さ
ん

し
も　

 

む
ら  　
　

じ
ゅ
ん   

ぺ
い 

今月の開催予定日
1月30日
午後1時～
役場1階ロビー
来月の開催予定日
2月6日
午後5時～
役場1階ロビー

※中止になる場合があります。
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